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昨年新潟市で開催された「第28回全国豊かな海づくり
大会」の継続事業として、マスコットのまもりんも登場！
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元気で
帰って
きてね
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高
野
市
長
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
の

冒
頭
で
発
表
し
た
平
成
21
年
度
施
政
方

針
︵
要
旨
︶
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

佐
渡
に
は
２
つ
の
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
試
験
放
鳥
さ
れ
日
本
中
の
注
目
を
浴

び
た
ト
キ
に
象
徴
さ
れ
る
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
佐
渡
金
銀
山
に
代

表
さ
れ
る
歴
史
・
伝
統
文
化
で
す
。
こ
れ
ら

を
活
か
し
て
、
今
ま
で
磨
い
て
き
た
佐
渡
ブ

ラ
ン
ド
に
一
層
の
磨
き
を
か
け
、
一
次
産
業

を
中
心
と
し
た
産
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
け

て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
を
佐
渡
の
未
来
と
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
「
豊
か
な
自
然
、
薫
り
高
い
文

化
、
活
気
あ
ふ
れ
る
新
し
い
島
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

【
１
】
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

⑴
　
ト
キ
と
の
共
生

　

今
秋
に
は
「
ソ
フ
ト
リ
リ
ー
ス
」
で
の
放

鳥
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
キ
と
共
生
す

る
佐
渡
を
全
国
に
発
信
し
、
農
業
や
観
光
に

も
連
動
し
た
活
性
化
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。⑵

　
環
境
意
識
の
向
上

　

佐
渡
の
自
然
を
活
用
し
た
「
環
境
教
育

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
等
を
開
催
し
、
環
境
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
個
人

等
を
表
彰
す
る
「
環
境
賞
」
を
制
定
し
ま

す
。

　

市
独
自
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度

を
構
築
し
、
ト
キ
の
営
巣
木
に
つ
な
が
る
森

林
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
　
よ
り
良
い
景
観
づ
く
り

　

景
観
法
に
基
づ
い
た
景
観
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
景
観
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
物
件
・
行
為
に
つ
い
て
景
観
形
成
基
準

を
設
け
ま
す
。

⑷
　
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

「
レ
ジ
袋
有
料
化
等
の
取
組
み
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
と
「
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
を
本
年
度
か
ら
施
行
し
、
美
し

く
環
境
に
や
さ
し
い
島
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

⑸
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

　

電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
車
等
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
た
め
の
推
進

協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。
本
年
度
、
率
先
し

て
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、
法

人
・
個
人
向
け
に
は
導
入
支
援
を
行
い
ま

す
。主

な
事
業

ト
キ
関
連
施
設
整
備
事
業

……
…
…
…
…
…
…

８
０
０
０
万
円

ト
キ
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事
業

……
…
…

２
２
８
９
万
９
０
０
０
円

景
観
計
画
推
進
事
業……
…
非
予
算
事
業

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

……
…
…
…
…
…
…

４
０
０
６
万
円

地
域
資
源
活
用
事
業　

……
…
…
…

７
１
４
万
２
０
０
０
円

平成21年度

施政方針・主な事業
元気になる島づくり2009

昨年9月25日に行われたトキ試験放鳥

イベントなどでは、ごみステーションを設置し、
ごみの分別を呼びかけています。
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【
２
】�
豊
か
な
暮
ら
し
、
魅
力
と
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑴
　
農
業
の
振
興

　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
」

に
よ
る
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
と
佐
渡

米
の
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。「
環
境
に
や

さ
し
い
島
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
佐
渡
」
に
よ

る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
な
ど
、
販
売
戦

略
を
構
築
し
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
新
規
参
入
等
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑵
　
林
業
の
振
興

　

市
発
注
事
業
の
木
造
建
物
に
つ
い
て
は
、

柱
材
、
造
作
材
に
島
内
産
材
・
佐
渡
杉
ブ
ラ

ン
ド
の
全
量
使
用
を
目
指
し
ま
す
。

　

佐
渡
産
「
乾
し
い
た
け
」
に
つ
い
て
は
、

原
木
伐
採
、
運
搬
等
の
原
木
調
達
支
援
を
し

ま
す
。

⑶
　
水
産
業
の
振
興

　

昨
年
２
月
の
高
波
被
害
を
受
け
た
漁
港
の

早
期
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
「
寒
ブ
リ
・
南
蛮
エ

ビ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
や
商
品
価
値
の
低

い
魚
の
加
工
で
付
加
価
値
を
高
め
る
な
ど
、

物
的
・
人
的
資
源
や
技
術
・
技
能
を
活
用
し

ま
す
。

⑷
　
観
光
の
振
興

　

佐
渡
観
光
推
進
戦
略
会
議
と
連
携
し
て
、

お
も
て
な
し
の
向
上
等
、
佐
渡
観
光
復
興
に

つ
な
が
る
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

⑸　

商
工
業
の
振
興

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
店
街
づ
く
り

を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
企
業
情

報
お
よ
び
地
域
資
源
等
の
発
信
と
と
も
に
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
や
、
職
業
紹

介
に
よ
る
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑹
　
地
産
地
消
の
推
進

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
取
組

の
基
本
と
な
る
条
例
を
制
定
し
て
、
生
産
か

ら
流
通
ま
で
の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。
学

校
給
食
を
始
め
島
内
消
費
へ
の
野
菜
の
安
定

的
供
給
体
制
の
確
立
を
目
標
に
、
栽
培
と
供

給
の
実
証
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑺
　
企
業
誘
致
の
推
進

　

環
境
型
企
業
や
Ｉ
Ｔ
関
連
業
種
を
中
心

に
、
県
お
よ
び
佐
渡
市
東
京
事
務
所
と
連
携

し
て
企
業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

米
の
販
売
戦
略
推
進
事
業　

……
…
…

３
７
３
８
万
３
０
０
０
円

佐
渡
観
光
イ
メ
ー
ジ
戦
略
推
進
事
業　

……
…
…
…
…
…
…

１
０
５
０
万
円

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事
業　

……
…
…
…

２
８
９
万
９
０
０
０
円

両
津
港
埠
頭
地
区
開
発
事
業

……
…
…
…
…
…
…
…

３
０
０
万
円

地
産
地
消
推
進
事
業

……
…
…
…
…
…
…
…

２
０
０
万
円

佐
渡
地
域
内
循
環
体
制
確
立
事
業

……
…
…
…
…
…
…
…

４
７
５
万
円

【
３
】�
文
化
を
大
切
に
一
人
ひ
と
り
を…

は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

⑴
　
学
校
教
育
の
充
実

　

佐
渡
に
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
文
化
・
伝
統

芸
能
・
自
然
・
環
境
等
を
学
ぶ
「
佐
渡
学
」

を
充
実
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
統
廃
合
計
画
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
校
舎
お
よ
び
体
育
館
の
耐
震
２
次
診

断
を
実
施
し
、
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。⑵

　
生
涯
学
習
の
推
進

　

市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
情
報
発
信
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
分
館
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
活

動
、
地
域
子
ど
も
会
や
社
会
教
育
関
係
団
体

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑶
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
の
整
備
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
の
整
理
を
見
据
え

た
総
合
体
育
館
建
設
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑷
　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
開
催

　

国
体
本
番
の
年
を
迎
え
、
お
も
て
な
し
の

心
で
選
手
等
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
佐
渡
の

魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

生きもの調査の実施
環境にやさしい農法で生きもの
を育み、トキと共生できる水田環
境をつくります。 朱鷺と暮らす郷米

人気のトレッキング

トキめき新潟国体
本大会　9月26日～10月6日
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⑸
　
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録

　

暫
定
リ
ス
ト
決
定
の
際
に
指
摘
さ
れ
た
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
石
見
銀
山
と
の
比
較

研
究
を
進
め
な
が
ら
、
価
値
証
明
と
保
存
整

備
を
年
次
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑹
　
地
域
文
化
の
育
成

　

市
民
の
皆
様
と
協
同
し
て
、
文
化
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

民
俗
芸
能
に
つ
い
て
、
市
内
の
小
・
中
・
高

校
生
に
対
し
て
も
伝
承
の
場
を
広
げ
、
活
動

が
継
続
さ
れ
る
社
会
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。主

な
事
業

陸
上
競
技
場
整
備
事
業　

……
…
…

１
６
１
４
万
９
０
０
０
円

総
合
体
育
館
整
備
事
業
……
…
検
討
促
進

世
界
遺
産
文
化
財
指
定
事
業　

……

１
億
７
５
０
５
万
１
０
０
０
円

佐
渡
伝
統
文
化
研
究
事
業

……
…
…
１
２
５
２
万
５
０
０
０
円

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事
業

……
…
…
３
７
４
５
万
９
０
０
０
円

【
４
】�

自
然
と
調
和
の
と
れ
た
安
全
と
安

心
の
ま
ち
づ
く
り

⑴
　
佐
渡
空
港
の
整
備
と
活
性
化

　

佐
渡
―
羽
田
間
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
千
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
の
整
備
実
現
に
向

け
て
は
、
空
港
用
地
未
同
意
者
に
対
し
引
き

続
き
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

佐
渡
―
新
潟
間
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
運

航
会
社
の
早
期
確
保
に
向
け
て
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑵
　
島
内
公
共
交
通
体
系
の
整
備

　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
の
交
通
弱
者
に
や
さ

し
く
、
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
交
通
体
系

を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
様
々
な
実
証
実

験
を
行
い
な
が
ら
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

⑶
　
航
路
の
活
性
化

　

利
用
者
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
航
路

サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
や
運
賃
の
多
様
化
等
、
国
・

県
・
航
路
事
業
者
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
航

路
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑷
　
市
民
と
協
働
し
た
災
害
・
防
犯
対
策

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
と
育
成
に
積
極

的
な
支
援
を
進
め
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
手

段
の
構
築
を
検
討
し
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
進
め
、
犯
罪

を
未
然
に
防
止
す
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑸
　
消
防
体
制
の
充
実

　

新
消
防
本
部
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
通
信
指

令
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
防
災
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
、
10
月
か
ら
運
用
開
始
の
予
定
で
す
。

　

通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
通
報
位
置
を
地

図
上
に
表
示
が
で
き
、
迅
速
な
出
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

主
な
事
業

生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

……
…
…
…
…
…
…
…
２
２
０
０
万
円

航
路
対
策
事
業

……
…
…
…
…
…
…
…
１
３
０
０
万
円

【
５
】�

健
や
か
で
思
い
や
り
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

⑴
　
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
相
談
支
援
事

業
の
充
実
と
障
が
い
福
祉
施
設
が
円
滑
に
新

体
系
事
業
に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
運
動
教
室
等

に
よ
り
、
介
護
予
防
・
介
護
支
援
に
重
点
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
家
族
介
護

教
室
、
住
宅
改
修
の
支
援
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
を
進
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
島
で
高
齢
者
等
が
低
料
金
で
安

心
し
て
公
共
交
通
を
利
用
で
き
る
よ
う
利
便

性
の
高
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
努
め
ま

す
。⑵

　
子
育
て
支
援

　

本
年
度
、
「
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
市

民
が
一
体
と
な
っ
た
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
拡
充
、
分
娩
費

用
の
補
助
、
妊
婦
の
歯
科
健
診
と
と
も
に
、

（写真：佐渡汽船ホームページより）
昨年の市総合防災訓練

道遊の割戸

北沢地区シックナー
水を含んで泥状になった鉱石
から鉱物と水を分離する施設
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新
生
児
の
紙
お
む
つ
排
出
用
に
ご
み
袋
を
支

給
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
を
適
正
規
模
に
す
る
た
め
、

計
画
に
沿
っ
た
統
合
を
進
め
る
と
と
も
に
、

施
設
の
耐
震
化
調
査
を
進
め
ま
す
。

⑶
医
療
体
制
の
充
実

　

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
医
科

大
学
や
病
院
等
の
訪
問
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
病

院
事
業
に
公
営
企
業
法
の
全
部
を
適
用
し
、

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
経
営
の
健

全
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
に
着
工
を
予
定
し
て
い
る
佐
渡
総
合

病
院
の
移
転
新
築
に
対
し
て
は
、
継
続
し
て

側
面
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

病
院
建
設
に
併
せ
佐
渡
圏
域
に
お
け
る
医
療

連
携
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

す
こ
や
か
妊
娠
・
出
産
事
業　

……
…
…

４
９
８
０
万
４
０
０
０
円

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
交
付
事
業 

……
…
…
…
…
…

34
万
６
０
０
０
円

医
療
体
制
確
保
推
進
事
業　

……
…

２
億
４
６
９
万
９
０
０
０
円

【
６
】�

住
民
主
役
で
ふ
れ
あ
い
と
に
ぎ
わ

い
の
ま
ち
づ
く
り

⑴
　
定
住
の
促
進

　

定
住
対
策
と
し
て
、
佐
渡
出
身
者
を
始
め

佐
渡
準
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
交
流
・
定
住
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

Ｕ
･
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
「
島
暮
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
」

等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
佐
渡
の
農
業
を
前

面
に
出
し
た
体
験
型
短
期
滞
在
が
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
、

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
し
、
結
婚

促
進
を
図
り
ま
す
。

⑵
　
協
働
で
の
地
域
再
生

　

広
域
連
携
の
組
織
づ
く
り
や
地
域
活
動
の

独
自
性
を
推
進
し
、
個
性
と
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

大
佐
渡
北
部
の
原
生
林
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
資
源
と
し
て
住
民
の
方
々
や
関
係
者
と

「
保
存
と
活
用
」
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業

交
流
居
住
・
定
住
促
進
対
策
事
業　

……
…
…

１
４
１
２
万
１
０
０
０
円

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

……
…
…
…
…
…
…
…

１
１
５
万
円

【
７
】�

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
財
政
の
ま

ち
づ
く
り

⑴
　
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営

　

本
庁
部
署
の
見
直
し
を
始
め
と
し
、
支
所

を
窓
口
業
務
に
特
化
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
等
、
出
先
機
関
の
見
直
し

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
、
「
出
前
市
役
所
」

の
更
な
る
周
知
と
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。

⑵
　
職
員
の
育
成

　

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
点
検
を
行
う

と
と
も
に
、
職
員
に
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
を

図
る
な
ど
よ
り
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
つ

な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
発
想
の
転
換
や
資
質
の
向

上
を
図
る
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
一

人
ひ
と
り
に
目
標
を
持
た
せ
勤
務
意
欲
を
向

上
さ
せ
る
人
事
考
課
制
度
に
よ
っ
て
人
事
管

理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

出
前
市
役
所
……
…
…

非
予
算
事
業

職
員
研
修
…１
４
２
４
万
７
０
０
０
円

お
わ
り
に

　

依
然
と
し
て
市
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
厳

し
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
佐

渡
市
の
課
題
は
全
国
共
通
の
課
題
で
も
あ

り
、
全
国
に
先
駆
け
た
取
組
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
先
進
地

と
し
て
、
佐
渡
が
注
目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
認
識
し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
将
来
像
を
見
据
え
、
島
内
の
議
論
を

喚
起
し
、
本
年
度
中
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有機無農薬天日干しの米づくり３年目、
Iターンの津田さんご夫婦
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平成21年度  当初予算の概要をお知らせします

一 般 会 計　408億円
◆一般会計 　

平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
で
４
０
８
億
円
（
前
年
度
比
16
億
円
の
減
）
、
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で
６
２
９
億
７
９
３
万
円

（
前
年
度
比
18
億
８
０
２
８
万
円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
市
税
、
県
支
出
金
な
ど
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
歳
出
で
は
、
人
件
費
や
公

債
費
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、
「
元
気
に
な
る
島
づ
く
り
」
の
実
現
の

た
め
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業
の
選
択
と
集
中
の
も
と
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　その他には、繰入金（6億964万円）、
地方消費税交付金（6億1,000万円）、地
方譲与税（6億500万円）、分担金及び
負担金（3億9,358万円）、繰越金（4億
円）などがあります。

市 民 税 ……… 22億1,712万円
固定資産税 ……… 26億5,014万円
軽自動車税 ……… 1億9,664万円
市たばこ税 ……… 3億4,929万円
入 湯 税 …………… 8,375万円

市税の内訳

　歳入の多くを占める地方交付税は、特に財政状況の厳しい地域に重点的に配分される地方再生対
策費などの加算を見込み3億円の増となりましたが、みなさんに納めていただく市税は2億8,644万円
の減となるなど、財源確保が大変厳しい状況にあります。そのほか主なものでは、市債が5億2,490万
円の減、県支出金が5億7,740万円の減となっています。

◆市税を市民一人あたりに換算すると負担額は8万3,993円になります。
市民税

3万3,878円
固定資産税
4万494円

軽自動車税
3,004円

市たばこ税
5,337円

入湯税
1,280円

※（平成21年2月28日現在の人口65,445人で計算しています。）

◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計
と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会
計などがあります。 （単位：万円）

区　　分 21年度予算 20年度予算 増減額
国民健康保険 707,230 737,450 △30,220
老 人 保 健 830 73,970 △73,140
後期高齢者医療 75,510 80,900 △5,390
介 護 保 険 654,740 595,260 59,480
簡 易 水 道 185,720 212,510 △26,790
下 水 道 456,210 490,150 △33,940
土 地 取 得 192 726 △534
宅 地 造 成 982 皆減
ケーブルテレビ 23,380 皆増
歌 代 の 里 48,300 45,200 3,100
すこやか両津 56,800 皆増
五十里財産区 55 72 △17
二 宮 財 産 区 789 646 143
新畑野財産区 763 597 166
松ヶ崎財産区 7 皆減
真 野 財 産 区 274 351 △77

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営
をしている事業で、水道事業会計、病院事業会
計があります。 （単位：万円）
区　　分 21年度予算 20年度予算 増減額

水
道
事
業

収
益
的

収入 113,244 115,903 △2,659

支出 110,550 110,443 107

資
本
的

収入 93,502 127,271 △33,769

支出 154,107 183,122 △29,015

病
院
事
業

収
益
的

収入 232,042 271,424 △39,382

支出 252,705 312,018 △59,313

資
本
的

収入 28,236 24,522 3,714

支出 32,980 34,036 △1,056

地方交付税
201億円
49.3％

市税
54億9,694万円　13.5％

市債
46億7,170万円　11.4％

県支出金
27億7,196万円　6.8%

国庫支出金
23億8,051万円　5.8%

諸収入
14億5,850万円　3.6%

使用料及び手数料
8億990万円　2.0%

その他　31億1,049万円
7.6%

たばこ
TOBACCO

➡
　
歳
　
入
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　その他には、災害復旧費（3億319万円）、
議会費（2億1,038万円）、予備費（4,000万
円）、労働費（667万円）があります。

　歳出の主なものでは、消防費が前年
度に比べ10億4,253万円の減となって
いるほか、公債費が5億5,276万円の減、
災害復旧費が2億9,299万円の増、商工
費が2億3,695万円の増となっています。

歳出の概要

➡

◆市債の状況
　市債は、市が大きな事業を実施する時に借り入れるお金で、市の借金にあたります。
区 　 　 　 分 19年度末現在高 20年度末現在高見込 21年度末現在高見込
一 　 般 　 会 　 計 590億7,887万円 576億9,954万円 550億1,510万円

特�別�会� 計

簡 易 水 道 60億7,831万円 63億4,228万円 64億1,455万円
下 水 道 243億6,862万円 251億8,429万円 254億1,273万円
土 地 取 得 2,393万円 586万円 456万円
ケーブルテレビ 4億4,166万円
すこや か 両 津 　 8億3,477万円

公営企業会計 水 道 事 業 81億2,787万円 85億9,099万円 88億8,597万円
病 院 事 業 17億5,271万円 17億6,436万円 6億3,222万円

佐渡市の
予算を
家計簿に
例えると…

　「市の予算は規模が大きすぎて実感がわかない」「財政用語が分かりにくい」という
ご意見をもとに、市の財政状況をより分かりやすくお伝えするため、平成 21年度一般
会計予算をみなさんの家庭における家計簿に例えました。ここでは、一般会計予算
408 億円を１万分の1に縮小した408万円を１年間の収入として説明していきます。

民生費
81億6,275万円
20.0%

公債費
78億4,785万円
19.2%

総務費
43億6,433万円　10.7%

衛生費
43億4,154万円　10.7%

教育費
40億6,866万円
10.0%

農林水産業費
37億6,550万円
9.2%

土木費
36億3,679万円
8.9%

消防費
20億5,314万円　5.0%

商工費
19億9,920万円　4.9%

その他
5億6,024万円　1.4%

資産の売払いなど（財産収入）
1万6千円・0.4%

家や車の修理（維持補修費）
2万1千円・0.5%

台風など災害の修理 （災害復旧事業）
3万円・0.7%
定期預金（積立金）
3万3千円・0.8%
雑支出
（投資及び出資金など）
13万9千円・3.4%

医療・介護・教育費（扶助費）
24万5千円・6.0%

町内会費・サークル活動費など 
（補助費等）
34万1千円・8.4%

子どもへの仕送り （繰出金）
41万3千円・10.1%

ローン返済
（公債費）

79万5千円・19.5%

生活費 
（人件費・物件費）
145万4千円・35.7%

家の増改築など
（普通建設事業）
60万9千円・14.9%

前年からの繰越（繰越金）
4万円・1.0%
預金の取崩し
（繰入金）
6万1千円・1.5%

パート収入 
（使用料・手数料など）
12万円・2.9%

雑収入（寄附金・諸収入）
14万7千円・3.6%

親からの仕送り 
地方交付税、
国県支出金,
地方譲与税など
267万9千円・65.7%

給料（市税）
55万円・13.5%

銀行からの借入（市債）
46万7千円・11.4%

収　入 支　出

（ （国県支出金,
地方譲与税など
267万9千円・65.7%

（

145万4千円・35.7%

●収入の状況は･･･
自分で稼げる給料や
パート収入など（自主
財源）だけでは生活が
できないため、親から
仕送りをしてもらった
り銀行から借入をして
います。

●支出の状況は･･･
生活費やローン返済な
どが全支出額の半数を
占めているため、自由
に使えるお金が少ない
状態です。

　
歳
　
出
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市
で
は
、
定
額
給
付
金
の
第
１
回
目
の

口
座
振
込
を
４
月
末
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

申
請
書
の
受
付
を
４
月
６
日
か
ら
開
始

し
て
い
ま
す
の
で
、
送
付
し
て
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
へ
早
め

に
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
、皆
さ
ん
に
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
い
ま
す
。配

達
時
に
不
在
の
場
合
は
、﹁
郵
便
物
お
預
か

り
の
お
知
ら
せ
﹂を
確
認
の
上
、早
め
に
郵

便
局
へ
連
絡
を
取
り
、申
請
書
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
10
月
６
日
㈫［
当
日
消
印
有

効
］ま
で
に
申
請
を
行
わ
な
い
と
給
付
さ
れ

ま
せ
ん
。期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
場
合

は
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象
者

　

平
成
21
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
、

市
の
﹁
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
﹂
お
よ
び
﹁
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
（
不
法
滞
在
者
お
よ
び

短
期
滞
在
者
を
除
く
）
﹂

申
請
・
受
給
者

　

当
該
世
帯
の
世
帯
主
。
外
国
人
の
方

は
、
給
付
対
象
者
ご
本
人
で
す
。

給
付
額

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
２
０
０
０
円
を
給
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
基
準
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
方
お

よ
び
18
歳
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
１
人

に
つ
き
２
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
方
法

　

郵
便
で
の
提
出
が
原
則
で
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
で
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
か
ら
の
入
金
や
引
落
し
に
利
用
さ
れ

て
い
る
口
座
以
外
に
振
り
込
み
の
場
合

は
、
預
金
通
帳
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

給
付
金
の
給
付
方
法

・�

世
帯
主
名
義
の
口
座
へ
の
振
り
込
み
が

原
則
で
す
。
受
付
処
理
が
終
わ
り
ま
し

た
ら
、
後
日
﹁
給
付
決
定
通
知
書
﹂
を

送
付
し
、
給
付
金
の
振
込
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

・�

金
融
機
関
の
口
座
が
な
い
方
に
は
、
窓

口
で
の
現
金
給
付
を
行
い
ま
す
。
受
付

処
理
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
後
日
﹁
給

付
決
定
通
知
書
﹂
を
送
付
し
、
給
付
時

期
と
場
所
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
付
開
始
時
期

︻
口
座
振
込
の
場
合
︼

・�

受
付
開
始
か
ら
４
月
中
頃
ま
で
に
受
け

付
け
た
申
請
に
つ
い
て
は
、
４
月
末
頃

に
振
り
込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
、
さ

ら
に
遅
く
な
り
ま
す
。

・�

５
月
以
降
は
、
お
お
む
ね
月
２
回
程
度

（
中
旬
お
よ
び
下
旬
）
の
振
り
込
み
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

︻
現
金
給
付
の
場
合
︼

・�

口
座
振
込
を
優
先
し
て
行
う
た
め
、給
付

開
始
は
５
月
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
市
民
課（
定
額

給
付
金
事
務
室
）☎
63‐５
１
１
２（
内
線

1
5
1
、1
5
2
、1
5
3
）　

ま
た
は

各
支
所（
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）窓
口

「定額給付金」「子育て応援　特別手当」の
申請書を提出してくだ さい

　

幼
児
期
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
の﹁
子

育
て
応
援
特
別
手
当
﹂を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯

の
世
帯
主
宛
に
ご
案
内
の
文
書
等
を
送
付
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト

へ
早
め
に
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
児
童

　

平
成
21
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
、市
の

﹁
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
﹂お

よ
び﹁
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方（
不
法
滞
在
者
お
よ
び
短
期
滞
在
者
を
除

く
）﹂で
、３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も（
生

年
月
日
が
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
）が
２
人
以
上
お
り
、２
人

目
以
降
の
生
年
月
日
が
平
成
14
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
別
居
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

子育て応援
特別手当の
お知らせ

子育て応援
特別手当の
お知らせ

定額給付金の
お知らせ
定額給付金の
お知らせ
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「定額給付金」「子育て応援　特別手当」の
申請書を提出してくだ さい
申請から給付までの流れ

パターン①

口座振込の場合
パターン②（金融機関に口座がない方など）

窓口給付の場合

同封の申請書に
必要事項を
記入・押印

後日、給付決定
通知書を送付

後日、給付決定
通知書を送付

指定された口座
へ振り込み
【第１回目は
４月下旬を予定】

同封の申請書に
必要事項を
記入・押印

給付決定通知書
と本人確認書類、
印鑑を持参し、
窓口で受給
【５月以降を予定】

同封の返信用封
筒に入れ投函

（窓口での提出も
受け付けています）

同封の返信用封
筒に入れ投函

（窓口での提出も
受け付けています）

本庁舎のみ4月中に限り、
土・日・祝日も窓口受付を行
います。
受付時間は、午前8時30分
から午後5時30分です。

申
請
・
受
給
者

　

申
請・受
給
者
は
、当
該
世
帯
の
世
帯
主
で
す
。

手
当
の
額

　

支
給
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

３
万
６
０
０
０
円

申
請
書
の
提
出
方
法

　

郵
送
で
の
提
出
が
原
則
で
す
。必
要
事
項

を
記
入
の
上
、返
信
用
封
筒
で
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

が
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
子

さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
方
の
状
況
が
わ
か
る
も

の（
保
険
証
ま
た
は
扶
養
控
除
申
告
書
な
ど
の

写
し
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
か
ら

の
入
金
や
引
落
し
に
利
用
さ
れ
て
い
る
口
座
以

外
に
振
り
込
み
の
場
合
は
、預
金
通
帳
の
写
し

を
併
せ
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

案
内
文
書
が
届
い
て
い
な
い
方
の
中
で
、

別
居
し
て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
で
は

支
給
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
子

育
て
支
援
係
）
☎
63
‐
5
1
1
3
（
内
線

2
9
7
）

　

�

ま
た
は
各
支
所
（
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）
窓
口

※�

手
当
の
申
請
期
限
や
支
給
方
法
・
支
給
開
始

時
期
等
は
定
額
給
付
金
と
同
様
で
す
。

佐
渡
市
○
○
○
佐
渡
太
郎
様

佐
渡
市
○
○
○
金
井
花
子
様

金
井
花
子
様
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■
部
長

議
会
事
務
局
長�

山
田
富
巳
夫

会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
兼
務
）�

本
間　

佳
子

総
務
部
長�

斉
藤　

英
夫

企
画
財
政
部
長�

齋
藤　

元
彦

市
民
環
境
部
長�

金
子　
　

優

福
祉
保
健
部
長�

佐
々
木
正
雄

両
津
病
院
管
理
部
長�

菊
地　

賢
一

産
業
観
光
部
長�

金
子　

晴
夫

建
設
部
長�

田
畑　

孝
雄

教
育
委
員
会
次
長�

山
本　

充
彦

■
副
部
長

総
務
部
副
部
長

（
総
務
課
長
兼
務
）�

中
川　

義
彦

企
画
財
政
部�

副
部
長

（
財
政
課
長
兼
務
）�

本
間　

進
治

市
民
環
境
部�
副
部
長

（
ト
キ
共
生
・
環
境
課
長
兼
務
）�

木
下　

良
則

福
祉
保
健
部�
副
部
長

（
社
会
福
祉
課
長
兼
務
）�

新
井　

一
仁

※
新
潟
県
か
ら

産
業
観
光
部�

副
部
長

（
観
光
課
長
兼
務
）�
計
良　

範
龍

建
設
部�

副
部
長

（
建
設
課
長
兼
務
）�

渡
邉　

正
人

監
査
委
員
事
務
局
長�

鹿
野　

義
廣

農
業
委
員
会
事
務
局
長�

伊
藤　

將
美

■
本
庁
課
長

議
会
事
務
局
次
長�

池　
　

昌
映

︻
総
務
部
︼

防
災
管
財
課
長�

中
嶋　

羊
一

行
政
改
革
課
長�

佐
藤　

金
満

国
体
推
進
課
長�

尾
中　

秋
夫

世
界
遺
産
推
進
課
長�

北
村　
　

亮

※
新
潟
県
か
ら

︻
企
画
財
政
部
︼

契
約
検
査
課
長�

石
塚　

道
夫

企
画
振
興
課
長�

小
林　

泰
英

総
合
政
策
主
幹�

小
橋　

敞
膺

情
報
政
策
主
幹�

清
水　

忠
雄

交
通
政
策
課
長�

伊
藤　

俊
之

︻
市
民
環
境
部
︼

市
民
課
長�

佐
藤　

弘
之

税
務
課
長�

長
原
よ
う
子

債
権
収
納
対
策
課
長�

足
立　

俊
裕

ト
キ
政
策
主
幹�

熊
谷　

俊
明

廃
棄
物
対
策
課
長�

松
本　

昭
弘

︻
福
祉
保
健
部
︼

高
齢
福
祉
課
長�

�

佐
藤　

一
郎

健
康
推
進
課
長�

川
上　

博
司

両
津
病
院
管
理
課
長�

金
田　

秋
則

相
川
病
院
管
理
部
長�

本
間　

良
一

相
川
病
院
管
理
課
長�

野
澤　
　

満

︻
産
業
観
光
部
︼

農
業
振
興
課
長�

計
良　

孝
晴

地
産
地
消
政
策
主
幹�

青
柳　

敏
政

農
林
水
産
課
長�

服
部　

幸
一

観
光
政
策
主
幹�

菊
地　

勝
彦

商
工
課
長�

浅
井　

和
子

︻
建
設
部
︼

水
道
課
長�

和
倉　

永
久

下
水
道
課
長�

増
野　

敏
弘

︻
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
︼

事
務
局
長�

藤
井　

雄
一

︻
教
育
委
員
会
︼

学
校
教
育
課
長�

児
玉　
　

功

学
校
教
育
課
管
理
主
事�

児
玉　

勝
巳

学
校
教
育
課
指
導
主
事�

川
上　

治
男

生
涯
学
習
課
長�

高
藤
一
郎
平

ス
ポ
ー
ツ
政
策
主
幹�
岡
固　

正
幸

■
支
所
長
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

両
津
支
所
長�

中
川　

博
司

相
川
支
所
長�

門
口　
　

栄

佐
和
田
セ
ン
タ
ー
長�

塚
本　

寿
一

新
穂
セ
ン
タ
ー
長�

雑
賀　

隆
夫

畑
野
セ
ン
タ
ー
長�

松
本　
　

均

真
野
セ
ン
タ
ー
長�

若
林　

俊
昭

小
木
セ
ン
タ
ー
長�

有
田　

満
春

羽
茂
支
所
長�

本
間　

芳
昭

赤
泊
セ
ン
タ
ー
長�

藤
井　

正
一

■
消
防
本
部

消
防
長�

加
藤　

貴
一

次
長�

金
子　

浩
三

■
新
採
用

福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課

　

金
井
保
育
園�

看
護
師�

大
地　

恵
美

福
祉
保
健
部
高
齢
福
祉
課

　

待
鶴
荘�

介
護
員�

本
間　

建
吾

�

介
護
員�

石
川　

恭
兵

　

歌
代
の
里�

介
護
員�

市
橋　

里
依

�

介
護
員�

椎　
　

慶
樹

�

介
護
員�

石
塚　
　

翼

　
す
こ
や
か
両
津�

介
護
員�

計
良　

智
美

�

介
護
員�

伊
豆　
　

茜

�

介
護
員�

竹
内　

一
誠

�

看
護
師�

佐
藤
の
り
子

両
津
病
院

　

看
護
部　

看
護
師�

有
元　

雅
美

　

診
療
部　
診
療
放
射
線
技
師�

佐
藤　

正
和

　
　
　
　
　

臨
床
検
査
技
師�

山
本　

陽
子

相
川
病
院　

看
護
部

�

介
護
員�

山
本　

綾
子

�

介
護
員�

本
間　

深
雪

佐渡市の新たな体制
平成21年度
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会
計
管
理
者	

本
間　

道
子

総
務
部　

課
長	

加
藤　

元
直

企
画
財
政
部

　

契
約
検
査
課
長	

安
藤　

理
策

　
企
画
振
興
課
総
合
政
策
主
幹	

木
下　

雅
樹

市
民
環
境
部

　

税
務
課
長	

高
津　

啓
介

　

税
務
課	

岩
原　
　

敏

　

ト
キ
共
生
・
環
境
課	

土
屋　
　

隆

　

廃
棄
物
対
策
課
長	

長
坂　

和
義

　
　

南
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

施
設
長	

越
前
美
千
雄

福
祉
保
健
部

　

社
会
福
祉
課

両
尾
保
育
園	

織
田
レ
イ
子

河
崎
保
育
園
長	

金
子　

政
子

河
崎
保
育
園
副
園
長	
佐
々
木
美
佐
子

河
崎
保
育
園	
田
中　

敬
子

羽
吉
保
育
園
長	
植
田
美
智
子

浦
川
保
育
園	

中
濱
ミ
ツ
エ

稲
鯨
保
育
園
副
園
長	

渡
邊　

好
子

双
葉
保
育
園
長	

金
田　

喜
子

金
井
保
育
園	

原
田
ヒ
ロ
子

金
井
新
保
保
育
園	

川
上　

満
江

金
井
新
保
保
育
園	

松
塚　

裕
子

新
穂
ト
キ
っ
子
保
育
園
長	

夏
井
ひ
と
み

小
倉
保
育
園
長	

斉
藤
恵
美
子

真
野
第
１
保
育
園	

上
之
山
す
み
え

小
木
保
育
園
長	

葛
西　

ミ
ネ

小
木
保
育
園
副
園
長	

佐
々
木
恭
子

高
齢
福
祉
課

　

待
鶴
荘	

生
田　

和
代

　

待
鶴
荘	

土
屋
美
津
江

　

と
き
わ
荘	

本
間
し
げ
子

保
健
医
療
課
長	

曽
我　

久
男

両
津
病
院

　

管
理
部
業
務
課	

坂
野　
　

勲

　
診
療
部
診
療
放
射
線
技
師
長	

山
川　
　

悟

　

看
護
部
長	

大
明　

佳
子

　

看
護
部	

小
林
ひ
と
み

す
こ
や
か
両
津

　

診
療
科	

池　

ひ
と
み

相
川
病
院

　

看
護
部
長	

吉
永　

弘
子

　

看
護
部	

坂
下
た
つ
え

　

看
護
部	

浜
辺
タ
ズ
子

　

看
護
部	

村
井　

和
子

産
業
観
光
部

　

商
工
課
長	

佐
々
木
武
敏

農
業
委
員
会

　

事
務
局
長	

藤
井
與
嗣
明

教
育
委
員
会

　

教
育
次
長	

藤
井　

武
雄

　

学
校
教
育
課

　
　

前
浜
小
学
校	

佐
藤
み
づ
枝

　
　
佐
和
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー	

中
川
の
り
子

　
　

小
木
小
学
校	

信
田　

年
栄

　
　
あ
い
か
わ
幼
稚
園
副
園
長	

秋
野
美
恵
子

　
　
さ
わ
た
幼
稚
園
副
園
長	

仲
川　

好
美

　
　

小
木
幼
稚
園
長	

半
田　

裕
子

　

生
涯
学
習
課
長	

平
間　

俊
雄

　

東
教
育
事
務
所

　
　

事
務
局
長	
市
橋　

悦
男

　

南
教
育
事
務
所

　
　

小
木
出
張
所	

影
山　

元
明

両
津
支
所	

　

　

支
所
長	

正
司　

里
志

　

市
民
課
長
補
佐	

北　
　

啓
二

　

産
業
振
興
課
長	

杉
田　

敏
夫

　

水
道
課	

大
倉　

富
夫

相
川
支
所

　

支
所
長	

三
浦　

洋
一

　

市
民
課
長	

山
田　

正
夫

佐
和
田
支
所

　

支
所
長	

金
田　

勝
広

畑
野
支
所

　
市
民
課
松
ヶ
崎
出
張
所
長	

亀
井　

輝
夫

小
木
支
所

　

市
民
課	

後
藤　

安
代

羽
茂
支
所

　

支
所
長	

斉
藤　
　

博

　

建
設
水
道
課
長
補
佐	

髙
野　

栄
一

赤
泊
支
所

　

支
所
長	

古
田　

英
明

消
防

　

消
防
本
部

　
　

次
長	

安
達　

吉
行

　
　

警
防
課
副
参
事	

佐
々
木
誠
五

　

中
央
消
防
署

　
　

北
支
所
長	

木
村　

正
昭

　
　

南
支
所
長	

石
井　

哲
夫

　

両
津
消
防
署
長	

飯
田　

忠
一

　

南
佐
渡
消
防
署
長	

齋
藤　

昭
博

　

南
佐
渡
消
防
署	

鈴
木　

郁
也

 

■
退
職
者

退 任 の ご あ い さ つ
　3月31日付けで、親松東一副市長が退任しました

　施設の廃止・値上げ、統合などと市民の皆さまには、けっして良い副市長ではな
かったような気がします。
　それが私の使命と思っておりましたから、思い残すことはありません。しかし、佐
渡市の将来を見据えたときに今のうちに何をしなければならないか。まだまだ、仕事
が足りないというご意見もいただいてもおります。
　退任のあいさつとして、ふさわしいものではありませんが、私の思いを述べてみま
した。大変お世話になりました。
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社
会
福
祉
功
労

齋
藤　

實
さ
ん
（
両
津
）

　

保
護
司
（
保
護
司
歴
30
年
）

　
社
会
福
祉
功
労

佐
竹
シ
ヅ
子
さ
ん
（
両
津
）

55
年
間
に
渡
り
幼
児
教
育
に
携
わ
り
、島
内

外
の
園
や
学
校
の
指
導
、講
演
会
で
活
躍
。

　
保
健
衛
生
功
労

渡
部　

章
さ
ん
（
相
川
）

　

学
校
歯
科
医
（
学
校
医
歴
50
年
）

　
保
健
衛
生
功
労

辻　

孫
一
さ
ん
（
両
津
）

　

学
校
医
（
学
校
医
歴
49
年
）

　
保
健
衛
生
功
労

藤
村
好
一
さ
ん
（
羽
茂
）

　

学
校
歯
科
医
（
学
校
歯
科
医
歴
42
年
）

　
教
育
推
進

本
間
雅
彦
さ
ん
（
畑
野
）

30
年
間
に
渡
り
、文
化
財
調
査
審
議
会
委

員・町
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め
、

佐
渡
の
文
化
教
育
に
貢
献
。佐
渡
に
関
す
る

著
書
を
多
数
執
筆
。

　
地
域
お
こ
し

︵
故
︶
本
間
昭
一
さ
ん
（
畑
野
）

30
年
間
に
渡
り
、松
ヶ
崎
地
区
の
地
域
発
展・

活
性
化
に
尽
力
。

　
ト
キ
と
の
共
生

行
谷
小
学
校
（
新
穂
）　

第
43
回
全
国
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
会

環
境
大
臣
賞
を
受
賞
。ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

や
ト
キ
解
説
員
の
実
施
な
ど
、ト
キ
と
の
共

生
に
貢
献
。

　佐渡市誕生の記念日である３月１日に、７名の方と１団
体が市ほう賞を授与されました。市の公職に永年従事し、
その功績が顕著な方、市政の発展、文化の向上その他市
民の福祉増進に寄与された方などを表彰するものです。 佐 渡 市

ほう賞式

平成20年分
確定申告
振替納付日の
お知らせ

　

平
成
20
年
分
申
告
所
得
税
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
振
替
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

振
替
日

申
告
所
得
税　

４
月
22
日
㈬

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税�

４
月
27
日
㈪

　

２
～
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
口
座
の
残
高

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

預
貯
金
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
預
貯

金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
で
き
な
い
と
、
法

定
納
期
限
の
翌
日
（
所
得
税
は
３
月
17
日
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
４
月
１
日
）

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
平
成
20
年
分
確
定
申
告
書

の
提
出
が
遅
れ
た
方
は
、
直
接
金
融
機
関
の

窓
口
で
の
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
期
限
後
の
申
告
お
よ
び

修
正
申
告
に
つ
い
て
は
、
振
替
納
税
は
で
き

ま
せ
ん
）
。

お
問
い
合
わ
せ　

佐
渡
税
務
署　

総
務
課

（
管
理
・
徴
収
担
当
）
☎
74
‐
３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
に
て
﹁
２
﹂
を
選
択
）

佐渡市ほう賞式に出席された方々
（後列左より）親松副市長　行谷小学校（児童代表：藍原さん・高野さ
ん・樋口さん・樋口さん、村山教頭先生）　渡邉教育長
（前列左より）齋藤さん　辻さん　髙野市長　加賀副議長　藤村さん
佐竹さん
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「
佐
渡
観
光
推
進
戦
略
会
議
」（
委
員
長

　

木
村
英
太
郎
㈳
佐
渡
観
光
協
会
理
事
長
）

が
２
月
26
日
、佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、佐
渡
観
光
の
復
興
に
向
け
た
平
成

21
年
度
の
取
組
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

同
戦
略
会
議
で
は
、佐
渡
観
光
関
係
者
と

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、「
佐
渡
観
光
の

新
機
軸
づ
く
り
」「
新
た
な
佐
渡
観
光
の
魅

力
づ
く
り
」「
行
き
た
く
な
る
佐
渡
の
魅
力
発

信
」「
お
も
て
な
し
の
魅
力
ア
ッ
プ
」「
佐
渡
観

光
・
文
化
検
定
制
度
の
創
設
」の
５
つ
の
戦
略

を
柱
に
観
光
復
興
策
を
実
施
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　
「
佐
渡
観
光
推
進
戦
略
会
議
」は
、新
潟

県
、佐
渡
市
、㈳
佐
渡
観
光
協
会
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、昨
年
12
月
22
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

北
陸
信
越
運
輸
局
、北
陸
地
方
整
備
局
の
ほ

か
、佐
渡
汽
船
、新
潟
交
通
佐
渡
、佐
渡
農
業

協
同
組
合
、佐
渡
地
区
漁
協
連
絡
協
議
会
等

の
関
係
者
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

佐 渡 観 光 の
復興に向けて

平成２１年度の取組
市役所　観光課　☎63-5116

佐渡観光復興の基本戦略
Ⅰ　佐渡観光の新機軸づくり

ねらい：　魅力ある宿泊・観光施設等の創造
　最近、全国的に関心が高まっている環境（エ
コ）と食（地産地消）を基軸にした、佐渡観光の
ブランド化に向けた取組を推進します。そのため
に、宿泊・観光施設と農林漁業者が連携した流
通体制の構築やＩＴ社会に対応した基盤整備等
を推進します。
Ⅱ　新たな佐渡観光の魅力づくり
ねらい：　泊数増・リピーター率向上

　多様化する観光客のニーズに対し、全国から
注目を集めているトキの野生復帰、佐渡金銀山
等を活用し、長期滞在にも対応した魅力ある佐
渡ツーリズムを開発し、販売活動を強化します。
Ⅲ　行きたくなる佐渡の魅力発信
ねらい：　来訪意向の拡大

　2009年新潟県大観光交流年にあたり、旅行
に関心が高い客層に対し、「佐渡に行ってみた
い」と思わせる佐渡の魅力発信や、効果的なプロ
モーション活動を展開します。併せて、佐渡観光
の主要な玄関口である新潟駅周辺におけるプロ
モーション活動を強化・充実します。

Ⅳ　おもてなしの魅力アップ
●　ねらい：　おもてなしの向上　●

　観光客に「佐渡ならではのおもてなし」を提供
するため、宿泊・観光施設等の従業員を対象とし
た講習会などを実施し、サービスの質的向上を図
ります。
Ⅴ　佐渡観光・文化検定制度の創設
●　ねらい：　観光まちづくり　●

　佐渡市民が佐渡を再認識し、理解することに
よって、観光客に対するおもてなしの心の醸成を
図ります。併せて全国からの佐渡ファン確保と来
訪意欲の拡大に繋げます。

　

城
腰
文
化
財
保
存
会
で
は
、
自
治
宝
く
じ

の
助
成
金
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
て
、
太
鼓
と
放
送
設
備
を
整

備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
備
品
を
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
を
行
う
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

コミュニティ助成事業
市役所　企画振興課　☎63-4152

第2回戦略会議の様子（2月26日）



昨年11月2日「国分寺まつり」で、交流20周年記念盾
の交換を行った国分寺市の星野市長（左）と佐渡市長
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市
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
・
自
発

的
に
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま

す
。

　

平
成
21
年
度
事
業
の
２
次
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
市
役

所
企
画
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
応
募
対
象

　
�

集
落
や
複
数
集
落
、
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
◆
対
象
事
業

　

�

教
育
文
化
・
保
健
福
祉
・
環
境
保
全
・
産

業
振
興
等
の
分
野
で
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
事
業

※�

地
域
住
民
が
自
ら
策
定
し
た
計
画
（
地
域

活
性
化
計
画
）
に
基
づ
い
た
事
業
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
金
額

補
助
金
額
は
、
対
象
経
費
の
７
／
10
以
内

で
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円

た
だ
し
、
対
象
経
費
が
30
万
円
未
満
の
事

業
は
除
く
。
補
助
事
業
と
し
て
継
続
で
き

る
期
間
は
３
年
以
内
。

※�

地
域
活
性
化
計
画
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
描
く
地
域
全
体
の
将
来
像
と
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
活
動
方
針
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

※
本
補
助
金
以
外
の
助
成
事
業
と
重
複
し
て

交
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
応
募
締
切

６
月
１
日
㈪

　

募
集
期
間
中
は
、
書
類
の
書
き
方
や
補

助
制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
企
画
振
興
課
（
離

島
交
流
係
）
☎
63
‐
４
１
５
２

国分寺市（東京都）との
　姉妹都市交流が20周年

姉妹都市提携20周年を迎えて
佐渡市長　髙野　宏一郎

　国分寺市との姉妹都市交流が20周年を迎えました。
　奈良時代の国分寺建立により、それぞれの国に都
から新しい文化や技術がもたらされました。時を経て、
この国分寺がとりもつ縁で、国分寺市と佐渡市との姉
妹都市交流が生まれました。華やかに賑わう国分寺ま
つりや幽玄に包まれる武蔵国分寺薪能等を通じ、市民
相互の交流が深まり、これまで幾多の友好の糸が結ば
れてきました。
　今後、その糸がより一層固い絆に発展していくととも
に、互いの歴史・文化を大切に守り、活かしながら両市
がますます発展し続けていくことを心から願っており
ます。

姉妹都市提携20周年に寄せて
国分寺市長　星野　信夫

　国分寺市は、（旧）真野町との姉妹都市提
携から20周年を迎えました。この間、国分寺ま
つり、薪能、市民相互の訪問など親しいお付き

合いを続け、両市は深い友情を育んできました。昨年の全国
国分寺サミットが成功裏に開催できたことも、交流の強さを物
語るものでした。佐渡市には、豊かな自然と独特の文化芸能
が残されており、温かい人情と歴史を大切にされる風土が
息づいています。
　天平の文化を発信した国分寺の史跡を、ともに有する両
市の交流が、この20周年を契機として、ますます両市民の間
に浸透し、これまで築かれた絆がいっそう太いものとなるこ
とを期待しております。

自主的・自発的な
　　地域づくりを支援します

平成21年度
佐渡おこしチャレンジ事業
2次募集のお知らせ

　平成元年4月14日に旧真野町と国分寺市が姉妹都市盟約書を交わし、
両都市は姉妹都市となりました。佐渡市合併以降は、平成17年2月4日に、
国分寺市との盟約書を改めて交わし、教育・文化・産業など幅広い交流
を続けてきました。



あ
な
た
は
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

　

特
定
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
よ
り
以

前
の
段
階
で
の
異
常
を
発
見
し
、
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
な
人
を
み
つ
け
る
た
め
の
健

診
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
た
ま
り
す
ぎ

た
内
臓
脂
肪
は
、
放
置
し
て
お
く
と
血
圧
や

血
糖
値
を
上
げ
た
り
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ

た
り
と
、
か
ら
だ
に
様
々
な
悪
い
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
く
、
重
症
化
す
る
ま
で
気

が
つ
か
な
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
、
特

定
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

21
年
度
の
特
定
健
診
・
健
康
診
査

◇
40
～
75
歳
ま
で
の
方
（
特
定
健
診
）

①�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

４
月
下
旬
に
特
定
健
康
診
査
お
知
ら
せ

票
（
受
診
券
）
を
お
届
け
し
ま
す
。
お
知

ら
せ
票
と
保
険
証
を
持
参
し
、
最
寄
り
の

会
場
で
集
団
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
業
所
に
お
勤
め
の
方
で
事

業
主
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
健
診
結
果
の
写
し
を
市
役
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②�

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
（
主
に
被
扶
養
者
）

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
特
定
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
19
～
39
歳
の
方
（
健
康
診
査
）

　

事
業
主
健
診
な
ど
他
で
健
診
を
受
け
る

機
会
の
な
い
方
は
、
市
が
行
う
健
康
診
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
に
行
い

ま
し
た
各
種
検
診
申
込
調
査
で
希
望
さ
れ

た
方
に
は
健
康
診
査
お
知
ら
せ
票
を
送
付

し
ま
す
。
申
し
込
ま
な
か
っ
た
方
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
75
歳
以
上
の
方
（
健
康
診
査
）

　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
委
託
を
受
け
て
市
が
行
う
健
康
診
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。申
し
込
ま
れ
た

方
に
は
お
知
ら
せ
票
を
お
届
け
し
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・

歯
周
疾
患
検
診

　

今
ま
で
ど
お
り
、
市
が
実
施
し
ま
す
。

対
象
年
齢
等
は
各
家
庭
に
配
布
す
る
「
佐

渡
市
の
健
康
づ
く
り
サ
ー
ビ
ス
（
冊

子
）
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
健
康
推
進
課

　

☎
63
‐
３
１
１
５

15

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
結
果

　
　
　
　
　
　
～
佐
渡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
～

　
　
　
　
　
　
～
（
仮
称
）
佐
渡
市
名
誉
市
民
条
例
～

○「
佐
渡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

（
案
）に
つ
い
て
、平
成
20
年
12
月
15
日
～
平

成
21
年
１
月
15
日
の
期
間
、市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、次
の
内
容
に
対
し
て
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
将
来
目
標
と
課
題
整
理
……
…
…
…
７
件

・
土
地
利
用
の
方
針
……
…
…
…
…
…
６
件

・
交
通
体
系
の
方
針
……
…
…
…
…
…
１
件

・
み
ど
り
の
方
針
……
…
…
…
…
…
…
２
件

・
そ
の
他
都
市
施
設
の
方
針
……
…
…
１
件

・
観
光・交
流
の
方
針
…
…
…
…
…
…
１
件

・
景
観
環
境
の
方
針
……
…
…
…
…
…
２
件

・
持
続
性
あ
る
地
域
社
会
形
成
の
方
針
…１
件

・
地
域
別
構
想
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

・
実
現
化
方
策
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

　

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
指
定
し

た
閲
覧
場
所（
市
役
所
建
設
課
、各
支
所
建

設
係
、中
央
図
書
館
、佐
渡
市
公
民
館
、各

教
育
事
務
所
お
よ
び
出
張
所
）で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

佐
渡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

「
佐
渡
版
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」を

基
本
と
し
て
、今
あ
る
も
の
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
を
作
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。　

　

都
市
政
策
・
農
業
施
策
・
環
境
・
観
光
・
教

育
・
文
化
な
ど
の
多
様
な
分
野
と
の
協
調
を

は
か
り
な
が
ら
、様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
無
視
し
て

は
実
行
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、ま
た
、理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

規
制
緩
和
し
、活
力
を
取
り
戻
す
べ
き
と

の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、最
低
限
の
ル
ー

ル
を
定
め
て
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
佐
渡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、今
後
20
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所　

建
設
課

　

☎
63‐５
１
１
８

○「（
仮
称
）佐
渡
市
名
誉
市
民
条
例
」に
つ

い
て
、平
成
21
年
２
月
10
日
～
３
月
10
日
の

期
間
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
る
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

お�

問
い
合
わ
せ  

市
役
所  

総
務
課
秘
書
室

☎
63‐５
１
３
４

いきいき元気に
生活するために
健康診査を
受けましょう

受けていますか健康診査
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南
佐
渡
地
域
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
ト
キ

と
、
周
辺
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
の
現
状
を

話
し
合
う
「
南
佐
渡
の
自
然
環
境
と
ト
キ
を

考
え
る
集
い
」
が
、
南
佐
渡
の
自
然
を
愛
す

る
会
が
主
催
、
佐
渡
市
と
ト
キ
の
野
生
復
帰

連
絡
協
議
会
が
共
催
、
環
境
省
佐
渡
自
然
保

護
官
事
務
所
が
後
援
し
て
、
２
月
21
日
羽
茂

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
50
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
集
ま
り
で
は
、
南
佐
渡
地
域
へ
の
ト

キ
の
飛
来
と
い
う
、
当
初
、
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
出
来
事
が
地
域
住
民
や
農
家
に
与

え
て
い
る
影
響
や
今
後
の
方
針
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
羽
茂
地
区
の
ト
キ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
南
佐
渡
・
羽
茂
川
流
域
に

お
け
る
ト
キ
の
行
動
の
説
明
の
ほ
か
、
「
ト

キ
の
現
状
」
と
「
佐
渡
市
の
ト
キ
に
対
す
る

方
向
性
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
環
境
省
と
佐

渡
市
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
ド
ジ
ョ
ウ
は
、
冬
眠

中
ど
の
よ
う
に
呼
吸
を
し
て
い
る
の
か
？
」

「
餌
生
物
の
好
む
、
田
ん
ぼ
の
管
理
方
法

は
？
」
「
ト
キ
が
、
突
然
の
事
故
に
遭
っ
た

場
合
の
対
処
方
法
は
？
」
な
ど
多
く
の
質
問

が
挙
げ
ら
れ
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

南
佐
渡
の
自
然
を
愛
す
る
会
で
は
、
地
元

農
協
や
学
校
と
も
連
携
し
て
、
「
ト
キ
の
勉

強
会
」
を
南
佐
渡
各
地
で
続
け
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

 

◆
市
役
所　

ト
キ
共
生
・
環
境
課

　

☎
63
‐
３
１
１
３

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

「
南
佐
渡
の
自
然
環
境
と
ト
キ
を
考
え
る
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

○
調
査
の
目
的

　

佐
渡
に
は
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧
家
や
商
家
、

神
社
、寺
院
な
ど
、将
来
に
継
承
し
て
い
く
べ
き
多
く

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
佐
渡
市
で
は
、こ
の

掘
り
起
こ
し
と
保
存
活
用
の
た
め
、基
礎
デ
ー
タ
の

収
集
を
目
的
と
し
た
歴
史
的
建
造
物
調
査（
寺
院

建
築
）を
、平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。今

回
は
、金
井
地
区
の
調
査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
正
法
寺（
佐
渡
市
泉
）

　

正
中
元
年（
１
３
２
４
）

開
基
と
伝
わ
る
曹
洞

宗
寺
院
で
、
永
享
６
年

（
１
４
３
４
）、佐
渡
に
流

さ
れ
た
世
阿
弥
が
、金
井

新
保
の
万
福
寺
か
ら
泉
に

移
っ
た
と
き
の
配
所
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。境
内
に
世
阿
弥
の
腰
掛
石

が
あ
り
、寺
宝
に
世
阿
弥
が
身
に
着
け
て
雨
乞
い
の

舞
を
舞
っ
た
と
さ
れ
る「
神
事
面
べ
し
み
」（
県
指
定

有
形
文
化
財
）が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。『
金
澤
村
誌

稿
本
』に
は
本
堂
は
享
保
６
年（
１
７
２
１
）、観
音

堂
は
建
築
年
月
不
詳
と
あ
り
ま
す
。今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
、本
堂
の
建
築
年
代
に
誤
り
が
な
い
こ
と
と
、

観
音
堂
の
建
築
年
代
が
元
禄
年
間（
１
６
８
８
〜

１
７
０
４
年
頃
）で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

○
大
聖
院（
吉
井
本
郷
）

　

建
長
２
年（
１
２
５
０
）開
基
と
伝
わ
る
真
言
宗

寺
院
で
、文
禄
３
年（
１
５
９
４
）の
記
録
に
は
末

寺
12
ヶ
寺
を
持
つ
大
寺

院
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
入
り
、正
徳
４

年
（
１
７
１
４
）
と
寛

政
年
間
（
１
７
８
９
～

１
８
０
１
）の
２
回
、火

災
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
調
査
に
よ
っ
て
、山
門・本
堂・庫
裡
３
棟
の
年
代

は
１
７
０
０
年
代
初
期
か
ら
中
期
、そ
れ
以
外
の
建

物
は
１
８
０
０
年
代
初
期
か
ら
中
期
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、山
門・本
堂・庫
裡
の
３

棟
は
寛
政
年
間
の
火
災
を
免
れ
て
現
存
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
慶
寺（
金
井
新
保
）

　

真
言
宗
寺
院
で
、天
正

年
中
（
１
５
７
３
～
９
２
）

ま
で
金
北
山
権
現
の
事
務

を
司
る
別
当
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
雲

上
寺
と
称
し
て
お
り
、
寛

永
２
年（
１
６
２
５
）に
長
福
寺
と
な
っ
た
後
、享
保

元
年（
１
７
１
６
）に
太
慶
寺（
現
大
慶
寺
）と
な
り

ま
し
た
。『
金
澤
村
誌
稿
本
』に
よ
る
と
、文
政
元
年

（
１
８
１
８
）に
火
災
に
遭
い
、現
在
の
建
物
は
同
６

年
に
完
成
し
た
と
あ
り
ま
す
。調
査
の
結
果
、本
堂・

山
門
２
棟
は
１
８
０
０
年
代
中
期
の
再
建
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、島
内
を
代
表
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

◆
市
役
所　

世
界
遺
産
推
進
課

佐渡トキファンクラブに入ろう！

・�毎月１回、トキの最新情報やイベン
ト案内、ボランティア募集、プレゼ
ント企画などのお知らせメールが
届きます。
・�人数限定のイベントなどで、ファン
クラブ会員限定やファンクラブ会
員優先の企画があります。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
①

」
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伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを
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トキめき新潟国体佐渡市実行委員会事務局
市役所　国体推進課
 ☎ 63-3195　 63-3197
ホームページアドレス http://sougo.city.sado.
niigata.jp/kikaku/kokutai/kokutai_index.jsp

トキめき新潟国体佐渡市実行委員会では、開催に向けた盛り上がりと佐渡らしい大会づくりを目指し、国体に協賛し
ていただける企業・団体を募集しています。

炬
きょ

火
か

リレー隊のＴシャツ協賛 大募集中！！
　市内の全地区にわたって開催される一大イベント「炬火リレー」において、炬
火リレー隊が着用するＴシャツに社・団体名を載せてみませんか。Ｔシャツは延
べ1,200人以上の炬火リレー隊走者全員にユニフォームとして配付され、炬火リ
レー当日には佐渡市の全地区９コースで、多くの方の目にとまります。

◆トッキッキダンスフェスティバル 開催!!
　トキめき新潟国体総合開会式のオープニングプログラム出演者を決める地区
大会の予選会として、また、トッキッキダンスを踊って楽しむお祭りとしてトッキッキ
ダンスフェスティバルが開催されます。
　日　時　４月29日（水・祝）　午前９時30分～
　会　場　アミューズメント佐渡　はまなすホール

・税法上の取り扱い
　提供された協賛物品等にかかる費用は、損金算入が認められます（税法第22条）

開催迫る！！

市報さど・市ホームページに
広告を掲載しませんか
お店や会社の宣伝に、ぜひご利用ください！！

掲載料
　市報さど　1回につき
　・60㎜×57㎜の枠……………… 10,000円
　・60㎜×87㎜の枠……………… 15,000円
　・60㎜×176㎜の枠… ………… 30,000円
　市ホームページ　１か月につき
　・トップページ　１枠…………… 10,000円
　・その他のページ　1枠…………… 5,000円

市では、新たな自主財源の確保と市民サービスの向上や
地域経済の活性化を図るため、有料広告（バナー広告）の掲載を行っています。

お申し込み・お問い合わせ　市役所総務課秘書室（広報広聴係）☎63-5134
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康

健

祉

福

せ
ら
知
お
の
会
談
相
康
健
の
ろ
こ
こ

　

健
の
ろ
こ
こ
る
よ
に）
医
科
神
精
（医
門
専時

日① 

月
４

27

時
９
前
午
㈪
日

30

11
時
30
分

切
締
込
申
（

　

月
４

22

）
㈬
日

② 

月
５

18
切
締
込
申
（

　

月
５

13

）
㈬
日

会 

場　
）
も

数
人
付
受

　

）
約
予
要
（で
ま
人
４

せ
わ
合
い
問
お
・み
込
し
申
お

　

所
健
保
渡
佐

　

☎
74

７
０
４
３‐

ど
つ
の
族
家
の
り
も
こ
き
ひ
「

せ
ら
知
お
の
」
い

　

家
ご
る
れ
ら
お
で
ん
悩
で
」
り
も
こ
き
ひ
「

を
き
抜
息
で
士
同
族
家
ご
る
い
で
ん
悩
く
じ
同

時
日
　

月
５

10

時
１
後
午
㈰
日

30

場
会
　

費
加
参

　

円
０
０
１

お 

せ
わ
合
い
問

　

☎
所
健
保
渡
佐

74

７
０
４
３‐

せ

ら

知

お
成
平

21

後
越
と
さ
る
ふ
「度
年

集
募
の」
業
事
り
く
づ
家
の

　

使
を）
材
燥
乾
ギ
ス
産
県
（ド
ン
ラ
ブ
杉
後
越

件
条
の
給
支
金
助
補

　

が
積
面
床
べ
延
の
宅
住

70

㎡
０
８
２
上
以
㎡

額
金
助
補

　

棟
１

40

円
万

　

や）
上
以
㎡
／
㎥
１
１

35

Ｉ
Ｕ・
者
若
の
満
未
歳

10

算
加
の
円
万

法
方
請
申
の
金
助
補

　

数
棟
集
募
・
間
期
集
募

回
１
第

　

29
日　

棟
０
０
２

回
２
第

　

10

10
月
30
日　

50
棟

選
抽
は
合
場
の
数
多
者
募
応
※お 

せ
わ
合
い
問
お
・み
込
し
申

　

振
域
地
渡
佐

県
（課
興
振
業
林
部
興
振
産
水
林
農
局
興

☎）
当
担
材
産

74

０
５
４
３‐

へ
ま
さ
皆
の
者
営
経
林
森
・
者
有
所
林
森

い
さ
だ
く
用
利
ご
を
険
保
営
国
林
森

　

受
で
災
火
噴・
害
凍・
害
潮・
害
風・
害
水・
害
干

　　

象

対

　

者
営
経
林
森・
者
有
所
林
森

　

口

窓

　

等
合
組
林
森
の
り
寄
最

せ
わ
合
い
問
お

　

会
合
連
合
組
林
森
県
潟
新

　

１
０
５
６‐
３
２
２‐
５
２
０
☎

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

こころ元気ですか？　ひとりで悩まないで相談しましょう！
★「うつ」の症状とは？…こころの症状に加え、からだの症状が同時に現れるのが特徴です。

休んだり、誰かに相談しても、症状が改善しない場合は、専門的な治療が必要かもしれません。
ひとりで悩まず、ご相談ください。
・佐渡保健所　☎74-3407　・市役所健康推進課　☎63-3115（月～金曜日　※祝日は除く）

まわりから見てわかる症状
・表情が暗い
・反応や判断力が鈍くなった
・仕事などでミスが多くなった
・仕事を休みがち
・外出しなくなった（家に閉じこもるようになった）
・飲食やタバコの量が以前より増えた

うつ病の自覚症状
精神的症状 身体的症状

・憂うつ
・集中力がなくなった
・興味がわかない
・自分を責め立てる
・イライラしやすい

・睡眠障害（早朝覚醒）
・疲れやすくなった
・頭痛（特に重苦しい）
・食欲がない
・肩こりや体重の減少

広 告

お�

わ
び
と
訂
正　

３
月
に
市
役
所
高
齢
福
祉
課
と
社
会
福
祉
法
人
佐
渡
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
発
行
し
ま
し
た
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
お

知
ら
せ
用
チ
ラ
シ
の
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
真
野
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号　

55
‐
４
０
１
２

炬火リレー　日時とコース
６月14日	 9:00～	 ①両津北コース
	 	 ②両津南コース
	 	 ③吉井～佐和田コース
	 	 ④沢根～八幡コース
　〃　	 13:30～	 ⑤相川コース
	 	 ⑥畑野～西三川コース
	 	 ⑦小泊～小木コース
	 	 ⑧松ヶ崎～羽茂コース
７月５日	 9:00～	 ⑨新穂コース

Ｔシャツイメージ
【背面】

協賛企業・団体名
掲載スペース
※協賛の数等によって
掲載形態が変わります

詳しくは、事務
局までお問合せ
ください。

1

5

4 3

29

8
7

6

➡
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お
こ
し
型
つ
く
り
体
験
教
室（
真
野
地
区
）

　

２
月
８
日
、
「
お
こ
し
型
つ
く
り
体
験
」

教
室
が
、
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

赤
・
緑
・
黄
色
の
食
紅
で
色
を
付
け
た

花
・
鯛
・
ウ
サ
ギ
な
ど
の
ア
ン
コ
入
り
の
お

こ
し
型
を
み
ん
な
思
い
思
い
に
作
っ
て
い
ま

し
た
。
で
き
た
て
ホ
ッ
カ
ホ
ッ
カ
の
も
の
を

「
お
い
し
い
ね
」
と
親
子
で
言
い
合
い
な

が
ら
食
べ
て
い

ま
し
た
。
指
導

に
あ
た
っ
た
先

生
か
ら
「
昔
は

３
月
桃
の
節
句

に
、
ど
の
家
庭

で
も
作
っ
た
も

の
で
す
」
と
お

話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

第
₂₈
回
　
相
川
芸
能
祭

　

２
月
22
日
、春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、あ
い
か
わ
開
発
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に﹃
第
28
回
相
川
芸
能
祭
﹄が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
和
太
鼓
演

奏
や
親
子
コ
ー
ラ
ス
、相
川
甚
句
・
七
浦
甚

句・文
弥
人
形
な
ど
の
伝
承
芸
能
の
ほ
か
、舞

踊・民
謡・コ
ン
ト
な
ど
、各
団
体
の
趣
向
あ
ふ

れ
る
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

生涯学習
だより

生涯学習課　☎₂₇─4181

佐渡スポーツハウスで
体力づくり！～施設営業時間～
■室内温水プール

火～金曜 13:00～20:00
土曜 10:00～20:00
日曜・祝日 10:00～17:00
※毎週月曜日はプール休館日

■トレーニング室・体育館
9:00～21:30

■人工芝テニスコート
9:00～日没

お問い合わせ　佐渡スポーツハウス
（佐渡市吉岡1675）☎55‐2566

図書館だより2009「こどもの読書週間」
4月23日～5月12日
笑顔のヒミツは
本の中

　ページをめくるたびにドキドキわくわく、本にはいろ
いろな力があります。その素敵な力がひとりでも多くの
子どもに届きますように、そしていつの時代もたくさん
の本を読むことで笑顔になれますように、そんな想いが
こもっています。
　子ども読書週間中は、わくわくシールを１冊借りるご
とに１枚さしあげます。
　各図書館･図書室では、楽しい行事を計画しています。
詳しくは最寄りの図書館へおたずねください。

※本を借りるには、利用者カードが必要です。
※ カードは０歳児の赤ちゃんから、佐渡にお住まいの
どなたでも簡単に作れます。
　ひとり１０冊まで　貸出期間は２週間です。

・・・・ 休館日のお知らせ ・・・・
図書館　毎週月曜日と祝日
図書室　毎週土・日曜日　
・ 相川・羽茂・赤泊図書室は休館日でも借りられます。
・ 畑野・新穂図書室は開館日に行事等で職員が不在のと
きは、やむを得ず休館することがあります。

長谷川義史さんの絵本ライブ　3月14日
トキのむら元気館にて

　絵本作家の長谷川義史さんが佐渡にやってきました。
　まずはライブ紙芝居。大きな模造紙に筆ですらすらと描
きながら物語が進んでいきます。大阪弁の独特なことばの
雰囲気に引き込まれ、会場は笑いでいっぱいになりました。
　著書の絵本の読み聞
かせや、その合間にウクレ
レの弾き語りなど大変楽
しい講演会でした。

中央図書館　☎63-2800

図書館だより
BOOK
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地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す

巡回スポレク教室開催　　3月3日 今年で5回目
佐渡國　相川ひなまつり

　　　２月28日～３月22日

旬のアンコウを味わう
よってけ祭り　3月8日

子ども鮭放流プロジェクトｉｎ佐渡　
3月20日

　 新潟県障害
者スポーツ協会
の主催で、巡回
スポレク教室が
新 穂 地区体 育
館を会場に開催
されました。
　当日は養護学
校の生徒をはじ
め島内入所、通

所施設の利用者総勢65名が参加し、フライングディスク
や風船バレーなどの競技を楽しみました。
　フライングディスクは障がい者国体の種目で、参加者
の中には今年のトキめき新潟国体予選に参加する選手も
おり、熱心に指導を受けていました。
　トキめき新潟国体に向け、頑張れ佐渡の星!!

佐渡國相川ひなまつりが開催され、市の無形文化財に指
定されている八幡人形が展示されていました。この人形は、
明治初期に平民が、高価なひな人形の代わりに土で作り色
づけした人形だそうです。素朴で味のある人形で訪れた人

たちの中には、
家にも昔こん
な人形があっ
たとなつかし
がる人もいま
した。

　「よってけ祭り」が真野活性化センターいぶき21を会場に
行われました。海産物や果物、寿司やそばなどの出店が多
く並び、おいしい食を求めて、たくさんの来場者で賑わいま
した。アンコウの吊るし切りが実演されると、見事な手さばき
で解体する様子に、観客は見入っていました。

　 両 津 地 区の
久知川下流域で、
鮭の稚魚放流が
行われました。こ
の取組みは、鮭
稚魚の放流をと
おして、地域の
水産資源を知り、

豊かな海を守るために身近なことから取り組んでいくこと
の大切さを感じてもらうことを目的としています。
　参加した子どもたちは、体長約５㎝、体重約１gの小さ
な稚魚に「元気で帰ってきてね」と声をかけながら、放流
しました。

佐渡市両津消防団が消防庁から長官褒状を受賞
　佐渡市両津消防団が、昨年の２月24日に
発生した高波災害に際し、災害防御活動など
を積極的に行い、地域住民の安全確保に多
大な貢献をしたとして、消防庁長官から災害
活動表彰を受賞しました。

当時、強風と高波が佐渡を襲い、沖の防波堤を損壊し、漁船の流失、家屋
の損壊、床下浸水、道路の決壊および冠水等の被害が発生し、９名の負傷
者が出ました。両津消防団は、３日間にわたり延べ255人が出動し、押し寄
せる高波の中で水防活動を行うとともに、住民の避難誘導、安否確認・警
戒、状況報告等の活動を行い、被害の軽減に努めました。
　この表彰は大規模災害時に顕著な活動をした消防団の功績をたたえる
もので、両津消防団など21団体が「消防庁長官褒状」を受賞しました。

相川

真野

両津

髙野市長に受賞の報告をする両津消防団・安
藤団長（左）
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福

祉

健

康

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

専
門
医（
精
神
科
医
）に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す（
無
料
）。心
に
関

す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
、ま
た
そ
の
ご
家
族
が

対
象
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

① 

４
月
27
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
申
込
締
切　

４
月
22
日
㈬
）

② 

５
月
18
日
㈪
午
後
２
時
～
４
時

（
申
込
締
切　

５
月
13
日
㈬
）

会�

場　

金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
①
②
と

も
）

受
付
人
数　

４
人
ま
で（
要
予
約
）

お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ　

佐
渡
保
健
所

　

☎
74‐３
４
０
７

「
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど

い
」
の
お
知
ら
せ

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
ご
家

族
を
対
象
に
、
つ
ど
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
同
士
で
息
抜
き
を

し
ま
せ
ん
か
？
＂
今
ま
で
と
は
ち
ょっ
と
違
う
＂

工
夫
、
や
り
と
り
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方
へ

の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
話

を
お
聞
き
に
な
る
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

５
月
10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　

金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

参
加
費　

１
０
０
円

お�

問
い
合
わ
せ　

佐
渡
保
健
所
☎
74‐３
４
０
７

お

知

ら

せ

平
成
21
年
度「
ふ
る
さ
と
越
後

の
家
づ
く
り
事
業
」の
募
集

　
「
ふ
る
さ
と
越
後
の
家
づ
く
り
事
業
」で
は
、

越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド（
県
産
ス
ギ
乾
燥
材
）を
使

用
し
た
住
宅
の
建
設
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
支
給
の
条
件

　

住
宅
の
延
べ
床
面
積
が
70
㎡
以
上
２
８
０
㎡

以
下
で
、越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
を
延
べ
床
面
積
１

㎡
当
た
り
０
．０
７
㎥
以
上
使
用

補
助
金
額

　

１
棟
40
万
円

　

な
お
、越
後
杉
の
使
用
量
が
多
い
場
合（
０
．

１
１
㎥
／
㎡
以
上
）や
35
歳
未
満
の
若
者・Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
が
施
主
の
場
合
は
10
万
円
の
加
算

が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
の
申
請
方
法

　

施
主
に
替
わ
り
、大
工・工
務
店
が
申
請
し

ま
す
。

募
集
期
間
・
募
集
棟
数

第
１
回　

４
月
１
日
～
５
月
29
日　

２
０
０
棟

第
２
回　

10
月
１
日
～
10
月
30
日　

50
棟

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

お�

申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ　

佐
渡
地
域
振

興
局
農
林
水
産
振
興
部
林
業
振
興
課（
県

産
材
担
当
）☎
74‐３
４
５
０

森
林
所
有
者
・
森
林
経
営
者
の
皆
さ
ま
へ

森
林
国
営
保
険
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

森
林
国
営
保
険
は
、雪
害
を
は
じ
め
、火
災・

干
害・水
害・風
害・潮
害・凍
害・噴
火
災
で
受

け
た
森
林
被
害
を
、契
約
内
容
に
応
じ
て
補

償
す
る
国
の
保
険
制
度
で
す
。

　

災
害
は
突
然
に
や
っ
て
き
ま
す
。ひ
と
た
び

森
林
が
被
害
を
受
け
る
と
、大
切
な
資
産
が

失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、復
旧
に
は
長
い
時
間

と
多
く
の
労
力・費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

万
一の
損
害
に
備
え
て
、森
林
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
森
林
国
営
保
険
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対

象　

森
林
所
有
者・森
林
経
営
者

　
（
面
積
０
．０
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
人
工
林
）

窓

口　

最
寄
り
の
森
林
組
合
等

お
問
い
合
わ
せ　

新
潟
県
森
林
組
合
連
合
会

　

☎
０
２
５‐２
２
３‐６
５
０
１

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

こころ元気ですか？　ひとりで悩まないで相談しましょう！
★「うつ」の症状とは？…こころの症状に加え、からだの症状が同時に現れるのが特徴です。

休んだり、誰かに相談しても、症状が改善しない場合は、専門的な治療が必要かもしれません。
ひとりで悩まず、ご相談ください。
・佐渡保健所　☎74-3407　・市役所健康推進課　☎63-3115（月～金曜日　※祝日は除く）

まわりから見てわかる症状
・表情が暗い
・反応や判断力が鈍くなった
・仕事などでミスが多くなった
・仕事を休みがち
・外出しなくなった（家に閉じこもるようになった）
・飲食やタバコの量が以前より増えた

うつ病の自覚症状
精神的症状 身体的症状

・憂うつ
・集中力がなくなった
・興味がわかない
・自分を責め立てる
・イライラしやすい

・睡眠障害（早朝覚醒）
・疲れやすくなった
・頭痛（特に重苦しい）
・食欲がない
・肩こりや体重の減少



公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所　

下
水
道
課

☎
55‐３
１
１
５

　

平
成
21
年
３
月
31
日
か
ら
、次
の
区
域
が

新
た
に
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、く

み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
、

台
所
･
風
呂
等
の
生
活
排
水
は
遅
滞
な
く
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す（
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
浄
化
槽
は
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
）。下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、

必
ず
佐
渡
市
指
定
の
排
水
設
備
工
事
業
者
で

行
って
く
だ
さ
い
。

両�

津
処
理
区　

河
崎（
一部
を
除
く
）、下
久
知

の一
部
、加
茂
歌
代（
北
河
内
）の一
部
、梅
津

（
大
野
）の一部
、羽
吉（
駒
坂
、野
町
）の一部

相�

川
処
理
区　

相
川
会
津
町
の一
部
、相
川
鹿

伏
の一
部
、相
川
下
戸
村
の一
部
、相
川
海
士

町
の一部
、相
川
四
十
物
町
の一部

国�

府
川
処
理
区　

八
幡
新
町
の一部
、八
幡
の一

部
、千
種（
大
和
田
）の一
部
、金
井
新
保
の一

部
、泉
の一
部
、中
興
の一
部
、新
穂
井
内
の一

部
、上
新
穂
の一部
、新
穂
長
畝
の一部
、新
穂

青
木
の一部
、栗
野
江
の一部
、宮
川
の一部
、三

宮
の一部

羽�

茂
処
理
区　

羽
茂
本
郷
の一部
、羽
茂
大
石

の一部
、羽
茂
三
瀬
の一部

赤
泊
処
理
区　

大
杉
、杉
野
浦
、徳
和
の一部

※ 

前
記
の
方
々
は
受
益
者
負
担
金
･
分
担
金
の
賦

課
区
域
と
な
り
、負
担
金
･
分
担
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︻ 
農
業
集
落
排
水
事
業
お
よ
び
漁
業
集
落

排
水
事
業
︼

・ 
農
業
集
落
排
水
事
業（
上
川
茂
の一
部
、下

川
茂
の一部
）

・
漁
業
集
落
排
水
事
業（
江
積
、田
野
浦
）

※ 

前
記
の
地
区
で
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。こ
の
両

事
業
に
つ
い
て
も
、公
共
下
水
道
と
同
じ
く
３
年

以
内
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、分
担
金

の
賦
課
区
域
と
な
り
、分
担
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①一戸あたり３万円の助成制度があ
ります…現在使用中の、くみ取り便所
･単独処理浄化槽･合併処理浄化槽
のいずれでも供用開始から3年以内に
下水道等に接続する工事を行うと、一
戸あたり３万円を助成する制度があり
ます。なお、次の融資あっせんおよび利
子補給制度と助成制度との併用はでき
ません。
②融資あっせんおよび利子補給制度
があります…供用開始から3年以内に
排水設備工事を行う方で、融資あっ
せんおよび利子補給の申請をし、融資
あっせんの決定を受けた方は、排水設
備工事のための借入金の利子相当分
を市が補給する制度があります。借入
限度額は１００万円です。
③自家用汚水ポンプ設備等設置補助
金制度があります

①～③の詳細は下水道課にお問い合
わせください。

排水設備助成金・利子補給
制度･家庭用汚水ポンプ補
助金制度のお知らせ

2121

佐渡市市民環境大学から
のお知らせ
お問い合わせ 市役所トキ共生・環境課
 （環境企画係）☎63‐3113

市民環境大学「連携講座」を募集します
　市民環境大学では、市民団体・ＮＰＯ法人、企業
などが自主的に主催する講座やシンポジウムなどのイベ
ントを連携講座として募集します。
主な広報活動
・ 市民環境大学：市民環境大学ホームページに掲載、

受講生募集パンフレットの掲載、ホームページ相互リ
ンクなど

・ 連携講座主催団体：チラシ、パンフレット、看板な
どへの「佐渡市市民環境大学連携講座」記載による
市民環境大学ＰＲ、ホームページ相互リンクなど

募 集期間　随時申込みできます。ただし、平成 21 年
度受講生募集パンフレットに掲載を希望する場合は、
５月１日㈮までにお申込みください。

そ の他　連携講座としての登録を希望される場合は、
別途詳細についてお問い合わせください。

環境への取組をＰＲする環境広告（有料）
を募集します

　環境保全活動が企業の社会的な責任の一環として
積極的に行われるようになってきており、企業イメージ
の向上に結びついています。環境に配慮した事業活動
や環境保全活動の取組状況を、環境広告によりご紹
介ください。
環境広告の対象
・環境にやさしい商品やサービスについての広告
・環境に配慮した事業活動を紹介する広告
・地域における環境保全活動を紹介する広告
・ その他、環境保全活動をテーマとした広告
　（例 :トキの野生復帰応援広告など）

広告掲載の対象
〇市民環境大学ホームページバナー広告

（http://sougo.city.sado.niigata.jp/eco_net/top.jsp）
・募集期間　随時
〇市民環境大学受講生募集パンフレット　
・配布対象　市内全戸配布（年１回／６月）
・募集期間　５月１日㈮まで
そ の他　掲載を希望される場合は、別途広告規格や

掲載条件、掲載料金等の詳細についてお問い合わ
せください。
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◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
と
は
？

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た 

『
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）
、
洗
濯
機
』 

が
対
象
品
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
12
月
５
日
に
「
特
定
家
庭
用

機
器
再
商
品
化
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
、
今
ま
で

の
対
象
品
に
加
え
、
新
た
に
『
液
晶
式
お

よ
び
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ
』
『
衣
類
乾
燥

機
』
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。◆ 

処
理
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
方
法

１�

．
販
売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
場
合

　

購
入
し
た
店
か
、
買
い
替
え
を
し
よ
う

と
す
る
店
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
運
搬

料
金
を
支
払
い
、
引
き
取
り
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

２�

．
郵
便
局
で
手
続
き
を
し
て
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
場
合

①� 

郵
便
局
で
「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
を
支

払
い
、「
振
込
証
明
書
（
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券
）」
を
受
け
取
る
。

②�

「
振
込
証
明
書
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
）」

と
家
電
を
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
み
、
家
電
指
定
引
取
場
所
ま
で

運
搬
す
る
た
め
の
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

に
伴
う
手
数
料
」
を
支
払
う
。（
振
込
証

明
書
は
家
電
に
貼
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）

◆ 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

品　　目 リサイクル料金

テレビ
15型以下 1,785円
16型以上 2,835円

エアコン 3,150円

冷蔵庫
冷凍庫

170ℓ以下 3,780円
171ℓ以上 4,830円

洗濯機・衣類乾燥機 2,520円
※�表に掲載している料金は主なメーカーの一例

です。リサイクル料金についてはメーカーまた
は郵便局にご確認ください。

◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
伴
う
手
数
料

品　目
家電リサイ
クルに伴う
手数料

テレビ 700円

エアコン 800円

冷蔵庫・冷凍庫 1,000円

洗濯機・
衣類乾燥機 700円

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
廃
棄
物
対
策
課
（
企
画
業
務
係
）

	

☎
63‐５
１
４
０

両
津
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー	

☎
24‐１
７
０
０

佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー	
☎
52‐３
３
３
６

南
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー	
☎
86‐２
３
７
３

４月１日から
家電リサイクルの対象品目が追加されます

　

県
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
実

現
す
る
契
機
と
し
て
、
レ
ジ
袋
削
減
の
県

民
運
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

運
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
マ
イ
バ
ッ

グ
の
持
参
や
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た
具

体
的
な
取
組
み
を
宣
言
い
た
だ
く
県
民
の

方
々
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
、
県
民
運
動

へ
の
参
加
者
と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
レ
ジ
袋
無
料
配
布
取
り
止
め
を
宣
言
い

た
だ
く
事
業
者
の
方
々
と
は
協
定
を
締
結

し
ま
す
）

　

応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
「
環
境
に
い
が
た
」
と
検
索
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
新
潟
県
県
民
生

活
・
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お�

問
い
合
わ
せ　

新
潟
県　

県
民
生
活
・

環
境
部　

廃
棄
物
対
策
課　

☎
０
２
５

‐
２
８
０
‐
５
１
６
３

http://w
w

w
.pref.niigata.lg.jp/

kankyo/ 新潟県レジ袋
削減県民運動への
参加者を募集して
います

【家電リサイクル対象品】 【平成21年4月から追加】

エアコン

冷蔵庫・冷凍庫
テレビ

（ブラウン管式） 洗濯機
液晶式および
プラズマ式テレビ 衣類乾燥機

＋
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ゆ
め
あ
り
く
ん

年金だより
　就職、退職、転職、結婚等により国民年金の加入種別が変更する場合、そのつど
届出が必要となりますので、お忘れなく手続きをお願いします。
　日本国内に住所がある、20歳以上60歳未満の方は国民年金に加入し保険料を納め
ます。ただし60歳未満の老齢（退職）年金受給者の方は任意加入になります。
第1号被保険者…�自営業・自由業・農林漁業・学生・無職等で20歳以上60歳未満の方
第2号被保険者…�厚生年金や共済組合に加入している会社員や公務員などの方
第3号被保険者…�会社員や公務員に扶養されている配偶者で20歳以上60歳未満の方

種　

別

こ　ん　な　と　き 種　別 届　出　先

第
１
号
被
保
険
者

20 歳になったとき
（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第１号 市役所市民課　国民年金担当

会社や役所に就職したとき 第 1 号⇒第 2 号 勤務する事業所
配偶者の扶養になったとき（婚姻等）

（配偶者が第２号被保険者の場合） 第 1 号⇒第 3 号 配偶者の勤務する事業所

保険料を納めるのが困難なとき 第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
学生で保険料を納めるのが困難なとき 第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
60 歳以上等任意加入するとき 第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
任意で付加保険料を納めたいとき 第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
氏名・住所が変わったとき 第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
年金手帳をなくしたとき 第 1 号 市役所市民課　国民年金担当

第
２
号
被
保
険
者

会社や役所などを退職したとき 第 2 号⇒第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
会社を退職し、配偶者の扶養になるとき

（配偶者が第２号被保険者の場合） 第 2 号⇒第 3 号 配偶者の勤務する事業所

氏名・住所が変わったとき 第 2 号 勤務する事業所
年金手帳をなくしたとき 第 2 号 勤務する事業所

第
３
号
被
保
険
者

20 歳になった時 第 3 号 配偶者の勤務する事業所
配偶者が会社や役所などを退職したとき 第 3 号⇒第 1 号 市役所市民課　国民年金担当
会社や役所に就職したとき 第 3 号⇒第 2 号 勤務する事業所
第 3 号被保険者が配偶者の扶養からはずれ
たとき（離婚・収入増等） 第 3 号⇒第 1 号 市役所市民課　国民年金担当

氏名・住所が変わったとき 第 3 号 配偶者の勤務する事業所
年金手帳をなくしたとき 第 3 号 社会保険事務所

※手続きには、年金手帳のほかに添付書類が必要な場合があります。届出先にご確認ください。

★年金に関するお問い合わせ
○新潟西社会保険事務所
　国民年金課	 ☎025-225-3012
　庶務・年金給付課	 ☎025-225-3008

○ねんきんダイヤル
　☎0570-05-1165

○市役所市民課　年金係
　☎63-5112
　または各支所（行政サービスセンター）

新潟西社会保険事務所による　平成21年度定例社会保険事務相談所の開設日
月

会場・時間 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

佐渡中央会館
午後1時30分
～4時30分

15 20 17 15 19 16 21 18 16 20 17 17

両津地区公民館
午前9時
～11時30分

16 21 18 16 20 17 22 19 17 21 18 18

※毎月第３水曜日と翌日の木曜日に開設します
予約・お問い合わせ　　新潟西社会保険事務所　庶務・年金給付課　☎025-225-3008
　電話で「佐渡中央会館（または両津地区公民館）での年金相談の予約をしたい」と申し込んでいただき、
　名前・基礎年金番号・電話番号・相談の内容をお伝えください。

会場
・佐渡中央会館
　（佐和田行政サービスセンターとなり）
　河原田本町394　☎57-2711
・両津地区公民館
　（両津文化会館となり）
　梅津2314-1　☎27-4181

こんなときには、国民年金の届出を！
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課
題
先
進
島・佐
渡
の
自
然
と
文
化
に
学
ぶ

浅
島
誠
氏
が
顕
彰
講
演

　

発
生
生
物
学
の
研
究
業
績
で
平
成
20
年
度
文

化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
佐
渡
市
旧
金
井
町
出
身

の
浅
島
誠・東
大
副
学
長
の
受
賞
を
顕
彰
す
る
東

大
教
養
学
部
主
催
の
記
念
講
演
会
が
１
月
７
日

東
大
駒
場
で
行
わ
れ
た
の
に
続
き
、首
都
圏
佐
渡

連
合
会
主
催
の
顕
彰
講
演
会
が
２
月
22
日
、東

京・文
京
区
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　

駒
場
で
は
学
生
、大
学
院
生
を
対
象
に
専
門
の

「
動
物
の
形
づ
く
り
と
器
官
形
成
」に
つ
い
て
研

究
内
容
や
発
生
生
物
学
の
現
状
な
ど
を
紹
介
。

佐
渡
出
身
者
ら
約
１
８
０
人
を
集
め
た
ホ
テ
ル
の

講
演
で
は
専
門
分
野
の
ほ
か「
佐
渡
の
自
然
と
文

化
」と
題
し
、生
物
学
に
目
覚
め
る
よ
う
に
な
っ
た

高
校
ま
で
の
佐
渡
生
活
の
総
括
と
も
い
え
る
思
い

を
披
歴
し
た
。

　

主
題
を
一
言
で
言
え
ば
、佐
渡
は
学
ぶ
素
材
が

豊
富
な
課
題
先
進
島
で
あ
る
こ
と
。グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
か
ら
問
題
に
取
り
組
み
、世
界
や
日
本

が
直
面
す
る
共
通
の
課
題
に
先
行
的
解
決
を
図

る
べ
き
だ
。生
物
や
植
物
な
ど
自
然
だ
け
で
は
な

い
。

　
「
日
本
の
中
の
佐

渡
」
と
「
世
界
の

中
の
日
本
」
に
は

　

①
と
も
に
海
に

囲
ま
れ
た
島　

②

い
ず
れ
も
少
子
高

齢
化
の
傾
向　

③

若
者
の
意
識
の
文

化
と
情
報
の
多
様
化　

④
第
一次
、
第
二
次
産
業

の
空
洞
化
―
と
い
う
地
理
・
文
化
・
社
会
的
共

通
点
を
持
つ
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
。
日

本
の
未
来
は
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
。
佐
渡
は
日

本
の
縮
図
で
あ
り
、
日
本
は
世
界
の
縮
図
だ
か

ら
だ
。

　

佐
渡
時
代
に
は
、イ
モ
リ
や
カ
エ
ル
、昆
虫
や
植

物
の
採
集
に
熱
中
す
る
少
年
だ
っ
た
が
、生
物
を

学
問
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

佐
渡
で
滅
び
ゆ
く
ト
キ
を
実
際
に
目
に
し
た
こ

と
。種
の
消
滅
と
保
存
。「
私
の
生
物
学
は
佐
渡

の
ト
キ
か
ら
始
ま
っ
た
」と
い
う
の
が
口
癖
に
な
っ

た
。

　

佐
渡
を
離
れ
て
か
ら
、東
京
教
育
大
、東
大

大
学
院
で
学
び
、ド
イ
ツ・ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
へ

留
学
、横
浜
市
大
を
経
て
東
大
で
教
職
に
就
き
、

「
胚
誘
導
と
器
官
形
成
」の
研
究
の
中
で
、中
胚

誘
導
物
質
と
し
て
ア
ク
チ
ビ
ン
Ａ
を
世
界
で
初
め

て
同
定
。こ
れ
が
世
界
的
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。浅

島
生
物
学
は
、Ｅ
Ｓ
細
胞
、ク
ロ
ー
ン
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
研
究
と
絡
み
な
が
ら
、再
生
医
療
の
先
端
技
術

へ
適
応
し
得
る
端
緒
を
切
り
開
い
た
。種
の
保
存

は
新
し
い
生
命
を
誕
生
さ
せ
た
。

　

浅
島
生
物
学
の
基
本
哲
学「
カ
エ
ル
や
イ
モ
リ

な
ど
自
然
に
学
べ
─
彼
ら
が
先
生
」「
情
熱
を
越

え
た
情
熱
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組
め
」―
こ

れ
は
佐
渡
の
自
然
と
文
化
か
ら
体
得
し
た
も
の

な
の
で
あ
る
。

　

摩
尼
義
晴・首
都
圏
佐
渡
連
合
会
会
長
は「
浅

島
先
生
の
文
化
功
労
者
選
出
は
郷
土
の
誇
り
で

あ
り
、勇
気
づ
け
ら
れ
る
」と
祝
意
を
述
べ
、佐
渡

出
身
の
芸
術
家
、宮
田
亮
平・東
京
藝
大
学
長
制

作
の
イ
ル
カ
像
を
記
念
に
贈
っ
た
。

（
記　

岩
田 

雅
）

佐
渡
市
長　

髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

平
成
17
年
４
月
１
日
、
そ
れ
ま
で
大
竹
副
市
長
に
続
い
て
佐
渡
市
の
２
人
目
の

親
松
副
市
長
が
誕
生
し
た
の
は
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

当
時
究
極
の
行
政
改
革
と
い
わ
れ
る
合
併
後
の
混
沌
の
中
で
対
等
合
併
（
新
設

合
併
）
で
は
今
治
市
に
次
ぐ
大
型
合
併
で
、
特
に
離
島
ゆ
え
に
７
５
０
を
越
す
事

務
事
業
（
空
港
港
湾
か
ら
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
産
業
を
持
つ
）
を
管
理
す
る
類
似

の
団
体
は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
か
ら
、
佐
渡
方
式
の
確
立
に
不
眠
不
休
で
業
務
に

当
た
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
議
会
と
の
調
整
や
、
合
併
後
の
秩
序
確
立
に
あ
た
っ
て
の
手
堅
い
手
法
は

衆
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
懸
案
の
佐
渡
病
院
建
設
問
題
で
も
緻
密
で
粘
り
強

く
対
さ
れ
、
今
年
の
着
工
が
決
定
し
た
こ
と
は
氏
の
存
在
な
く
し
て
は
叶
わ
な
い

こ
と
で
し
た
。

残
さ
れ
た
空
港
の
問
題
は
佐
渡
市
の
最
大
の
懸
案
で
す
が
離
島
の
医
師
確
保
の

た
め
、
ま
た
疲
弊
し
た
離
島
の
企
業
誘
致
、
観
光
振
興
等
々
の
た
め
に
は
空
港
誘

致
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
長
く
苦
し
ん
で
き
た
地
権
者
交
渉
で
最
近
目
覚
し
い
進
展

が
あ
る
の
は
同
氏
の
誠
実
で
献
身
的
な
努
力

の
成
果
で
す
。
退
任
後
も
お
手
伝
い
を
強
く

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

同
氏
は
３
月
議
会
で
の
最
後
の
挨
拶
で

「
こ
の
４
年
間
で
す
っ
か
り
髪
も
薄
く
な
っ

て
…
」
と
冗
談
を
飛
ば
し
ま
し
た
が
、
佐
渡

市
創
設
の
揺
籃
期
を
支
え
た
苦
労
の
あ
か
し

は
、
髪
の
変
化
で
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
行
政
を
離
れ
た
氏
の
ご
健
康
と
、
ゆ
た

か
な
第
２
の
人
生
を
充
分
楽
し
ま
れ
ま
す
よ

う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

№
31

議会であいさつをする親松副市長

首
都
圏
情
報
コ
ー
ナ
ー
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※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 下久知 本　間　ハ　ツ 98 2.11
　〃 羽二生 親　松　長　市 82 2.14
　〃 両津夷 神　藏　マスエ 95 2.16
　〃 野浦 ⺽　杵　　　野 90 2.17
　〃 長江 市　橋　チ　ヨ 77 2.18
　〃 上横山 神　　　タ　ミ 91 2.20
　〃 両津湊 藤　井　キン子 78 2.21
　〃 立間 本　田　哲　夫 73 2.27
　〃 両津夷 安　藤　春　雄 88 3.  1
　〃 羽吉 山　本　ユ　キ 96 3.  1
　〃 吾潟 後　藤　ト　メ 89 3.  2
　〃 旭 土　屋　ハ　ル 97 3.  2
相　川 姫津 北　見　チ　ヱ 93 2.11
　〃 二見 坂　下　　　豊 80 2.15
　〃 姫津 石　見　與　一 89 2.17
　〃 相川下戸村 小宮山　昇　一 72 2.19
　〃 達者 本　田　吾輝尋 27 2.22
　〃 相川大浦 西　野　秀　直 60 2.23
　〃 高千 小　杉　三　郎 94 3.  1
　〃 稲鯨 丹　保　祐　治 62 3.  5
　〃 大倉 　　池　ハツマ 102 3.  5
　〃 相川下戸炭屋浜町 田　畑　金　吾 77 3.  6
　〃 二見 橋　本　　　清 83 3.  7
　〃 北片辺 古　城　ス　ヱ 95 3.  7
佐和田 河原田諏訪町 大　堀　春　雄 79 2.15
　〃 八幡 松　塚　フ　ミ 87 2.18
　〃 沢根五十里 大　地　ワ　キ 101 2.21
　〃 八幡 本　間　哲　夫 83 2.22
　〃 河原田諏訪町 岩　倉　　　猛 65 2.22
　〃 河原田本町 佐　野　　　勇 82 2.24
　〃 沢根五十里 風　間　正　義 81 2.24
　〃 河原田本町 金　子　テルヱ 98 2.26
　〃 真光寺 藤　井　和　男 79 3.  1
　〃 沢根炭屋町 大　坂　カ　ツ 85 3.  4
　〃 青野 小　林　辰　志 67 3.  8
金　井 金井新保 渡　邉　久　治 77 2.14

金　井 金井新保 磯　西　治　作 87 2.19
　〃 千種 清　水　イチ子 78 2.24
　〃 千種 内　田　キクエ 88 3.  1
　〃 大和 平　　　チ　ヱ 83 3.  2
　〃 大和 佐々木　ト　マ 98 3.  4
新　穂 新穂長畝 　　池　行　雄 78 2.16
　〃 新穂潟上 佐々木　ス　エ 88 2.22
　〃 新穂大野 倉　野　ハ　ツ 87 2.22
　〃 新穂瓜生屋 杉　本　ハ　ナ 79 2.24
畑　野 三宮 服　部　ナ　ツ 79 2.14
　〃 畑野 渡　部　清　勝 84 2.17
　〃 宮川 本　間　壽　一 81 2.22
　〃 多田 本　間　運　吉 85 2.25
　〃 目黒町 近　藤　カ　ズ 90 2.27
　〃 三宮 中　川　マ　ス 93 3.  2
　〃 多田 上之山　香　代 94 3.  3
真　野 吉岡 臼　木　チエ子 75 2.  9
　〃 竹田 中　川　ツ　ジ 100 2.17
　〃 真野新町 髙　野　チ　エ 85 2.18
　〃 吉岡 髙　野　文　男 77 2.19
　〃 田切須 佐々木　ミツエ 86 2.19
　〃 大倉谷 金　子　光　司 80 3.  2
　〃 真野新町 金　子　タ　イ 91 3.  3
　〃 田切須 髙　柳　　　賢 83 3.  3
小　木 小木町 中　川　ササ子 80 2.21
　〃 小木町 金　子　ミ　子 94 3.  2
　〃 小木町 久　保　久　治 86 3.  5
　〃 小木町 伊　藤　　　　 98 3.  6
羽　茂 羽茂小泊 梅　澤　タ　カ 97 2.10
　〃 羽茂大橋 藤　井　勝　芳 72 2.18
　〃 羽茂飯岡 長　田　ク　ニ 86 2.25
　〃 羽茂本郷 菊　池　カ　ツ 90 2.27
　〃 羽茂上山田 秦　　　武　男 75 2.28
　〃 羽茂本郷 金　子　ハルヱ 67 3.  4
赤　泊 上川茂 池　野　幸次郎 90 2.18
　〃 徳和 鶴　間　ユ　キ 92 3.  3
　〃 三川 木　下　雪　子 81 3.  6

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 2.10～3.9 届出

（みう）
（りこ）
（ゆずゆ）
（あやか）
（りく）
（あすか）
（らい）
（おうが）
（あかり）
（かつとし）
（たかみち）
（ちはる）
（みなえ）
（みゆ）
（こじろう）

（しゅう）
（いおり）
（じゅんぺい）
（さつき）
（しゅう）
（ゆずき）
（りょうへい）
（ゆめ）
（みさき）
（あいり）
（きわ）
（ゆずな）
（えいた）
（はるな）
（れお）
（みづき）

両　津 原黒 齋　藤　美　羽 友毅 1.29
　〃 両津夷 本　間　璃　子 広志 2.  5
　〃 吾潟 佐　藤　柚　夕 洋介 2.  8
　〃 真木 越　後　綾　華  一 2.12
相　川 達者 山　本　龍　空 佳德 1.30
　〃 相川一町目 田　村　明日翔 友彦 2.  8
　〃 相川下戸村 岩　﨑　来　偉 勝幸 2.23
　〃 石花 山　本　桜　雅 真吾 2.24
佐和田 中原 石　見　明　星 純 2.19
金　井 三瀬川 新　津　一　利 篤則 2.10
　〃 金井新保 安　藤　啓　通 博通 2.10
　〃 金井新保 安　藤　千　華 博通 2.10
　〃 吉井本郷 本　間　南　衣 正人 2.11
　〃 吉井本郷 本　間　心　結 克彦 2.15
　〃 水渡田 桑　原　皇侍朗 祐司 2.18

金　井 三瀬川 甲　斐　　　就 太一 2.24
新　穂 上新穂 金　田　　　庵 翼 2.  3
　〃 新穂青木 川　上　純　平 高広 2.16
　〃 新穂青木 城　内　咲　月 知 2.19
　〃 新穂瓜生屋 小埜原　　　脩 剛 3.  3
畑　野 畑野 相　田　柚　紀 和範 2.  3
　〃 栗野江 土　屋　遼　平 義章 2.14
真　野 金丸 仲　村　　　夢 功 2.  7
　〃 長石 土　屋　美　咲 嘉雄 2.16
　〃 長石 羽二生　愛　俐 勲 2.21
小　木 小木町 中　原　嬉　和 輝彦 2.14
　〃 江積 佐　藤　柚　奈 正樹 2.19
羽　茂 羽茂本郷 村　上　瑛　太 智之 2.  1
　〃 羽茂滝平 和　泉　陽　奈 貢 2.  8
赤　泊 徳和 金　子　怜　和 正樹 2.11
　〃 徳和 浅　形　美　月 等 2.23



市の面積855.26㎢（平成19年10月1日）　市の海岸線280.6㎞（平成18年3月31日）
■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課秘書室広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　■発行日　平成21年4月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

佐渡市メール配信
サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
火災（建物のみ）防災・防
犯・通行止め・観光イベン
ト情報
アドレス sado@psmail.jp
お問い合わせ 市役所企画振興課
　　（情報政策係）　☎63─5139

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
　アナログ放送：12ch（小木・羽茂・赤泊地区9ch）
　デジタル放送：112ch
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
　【再放送】 19:30 ～、21:00 ～、22:00 ～、23:00 ～、

翌日6:30 ～
　 ※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。
◆市役所情報センター室　☎51-2030

おけさ華の乱

◆佐渡金山桜並木ライトアップ
500mに及ぶ金山周辺の桜並木をライトアップ
4月11日㈯～26日㈰午後6時～10時
※開花状況により日程が変動する場合があります。

◆芸能公演
相川地区の郷土芸能のほか、
鼓童メンバーによるステージ（19日のみ）など
4月18日㈯ 夜の部　午後8時～9時30分
4月19日㈰ 昼の部　午前11時～午後1時
 夜の部　午後8時～9時30分
会場　佐渡金山 第3駐車場

◆無料シャトルバス運行　佐渡会館～会場間循環
当日は会場周辺が混雑し、駐車場が満車になることが予想されま
す。また、会場内駐車場以外は駐車禁止区域です。
佐渡会館～会場間循環の無料シャトルバスをご利用ください。
19日のみ 昼の部　午前10時～午後2時25分までの間に　7便
18日・19日 夜の部　午後7時～午後10時10分までの間に　4便

お問い合わせ　おけさ華の乱実行委員会事務局　☎74‐2220

おけさ華の乱　芸能プログラム
4月18日㈯　20：00～21：30頃

開始時間 演目 出演者
20：00～ 姫津薬師太鼓 姫津青年会
20：25～ 鬼太鼓 石花鬼太鼓組

20：50～
相川甚句
相川音頭

佐渡おけさ
立　浪　会

4月1９日㈰　11：00～13：00頃
開始時間 演目 出演者
11：00～ 文弥人形 文楽座

11：20～ 太鼓芸打 北田野浦花笠踊り保
存会

11：35～ 白刃 戸地白刃保存会
11：55～ 姫津薬師太鼓 姫津青年会
12：15～ 鼓童 鼓童メンバー

4月19日㈰　20：00～21：30頃
開始時間 演目 出演者
20：00～ 鬼太鼓 石花鬼太鼓組

20：15～
相川甚句
相川音頭

佐渡おけさ
立　浪　会

20：45～ 鼓童 鼓童メンバー

4月18日㈯～19日㈰
佐渡金山第3駐車場

　『新潟県の草花』に指定された雪割草
　里山、自然のシンボルとしての雪割草
　この貴重な植物を大切に守り、美しい佐渡
の自然をいつまでも残しましょう。
新潟県雪割草保護連絡
協議会
新潟県では、雪割草の保護
活動を推進することを目的
に、雪割草関係団体、学識
経験者、行政等の17団体か
らなる協議会を設立して、保
護活動を行っています。

雪割草をみんなで守りましょう
◆市役所トキ共生・環境課（環境企画係）☎63-3113

たたこう館皐月まつり
5月4日（月・祝） 午前10時～午後4時（入館料500円（ 中学生

以下無料））

ゴールデンウィークは「たたこう館皐月まつり」へ！
　小木三崎の味覚や体験企画、そして新潟市から「万代太鼓」
や鼓童が登場する芸能祭など、一日中楽しめる美味しい体験が
盛りだくさんです。農作業の空いたお時間、帰省のお客様をお誘
いの上、ご来場をお待ちしています。
【内容】 春の収穫市、時の太鼓（鼓童、万代太鼓ほか）各種体験

企画など

お問い合わせ 佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）
 ☎86-2320　http://www.sadotaiken.jp

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース


